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東京湾海上交通センター利用の手引き  

 

Ⅰ はじめに  

東京湾海上交通センターは、東京湾における船舶交通の安全性及び効率性

を向上させることを任務とし、海上保安庁が設置し運用しています。  

本利用の手引きは、東京湾海上交通センターが船舶に対して提供している

業務を概説するとともに、東京湾を航行する際の主要注意事項についてでき

る限りわかりやすく説明することにより、船舶の航行の安全に寄与すること

を目的としています。  

東京湾を通航する船舶は、本利用の手引きを船橋に常備することにより、

参考資料として活用をお願いします。  

なお、東京湾海上交通センターの業務は、以下の法令等に基づき行ってい

ます。  

正確な法令の適用関係については、これらの法令等を参照して下さい。  

 

・航路標識法  

・港則法  

・港則法施行令  

・港則法施行規則  

・海上交通安全法  

・海上交通安全法施行令  

・海上交通安全法施行規則  

・港則法施行規則第１１条第２項の港を航行するときの進路を表示する信

号（平成７年海上保安庁告示第３５号）  

・港則法施行規則第１１条第１項の規定による進路を他の船舶に知らせる

ために船舶自動識別装置の目的地に関する情報として送信する記号（平

成２２年海上保安庁告示第９４号）  

・港則法施行規則第八条の二の規定による指示の方法等を定める告示  

（平成２２年海上保安庁告示第１６３号）  

・海上交通安全法第２５条第２項の規定に基づく経路の指定に関する  

告示（平成２２年海上保安庁告示第９２号）  

・海上交通安全法施行規則第６条第４項の規定による仕向港に関する  

情報及び進路を知らせるために必要な情報を示す記号を定める告示  

（平成２２年海上保安庁告示第９５号）  

・巨大船等の航行に関する通報の方法に関する告示  

（昭和４８年海上保安庁告示第１０９号）  

・進路を警戒する船舶、消防設備を備えている船舶又は側方を警戒する船

舶の配備を指示する場合における指示の内容に関する基準を定める  

告示（昭和５１年海上保安庁告示第２９号）  
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・進路を警戒する船舶、消防設備を備えている船舶及び側方を警戒する船

舶の指定に関する告示（昭和５１年海上保安庁告示第７６号）  

・指定海域への入域に関する通報の方法に関する告示  

（平成２９年海上保安庁告示第４号）  

・東京湾海上交通センターが運用する横浜船舶通航信号所及び同センター

が行う情報の提供等の方法に関する告示  

（平成２９年海上保安庁告示第５号）  
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Ⅱ 東京湾海上交通センターの業務概要  

東京湾海上交通センター（以下「センター」という。）は、  

① レーダー、テレビカメラ及び船舶自動識別装置（以下「ＡＩＳ」とい

う。）からのデータ並びに船舶とのＶＨＦ無線電話による通信により、

船舶交通に関する情報を収集、把握及び監視  

② 船舶に対し安全のために必要な情報を提供  

③ 危険防止等のため必要な場合には船舶に対し勧告を実施  

④ 視界制限状態等海上交通安全法及び港則法で定める場合には船舶に対

し航路外での待機、航路入航予定時刻の変更等の指示  

といった業務を通じて、東京湾における船舶交通の安全を図っています。  

また、ＶＨＦ無線電話以外に、インターネット・ホームページにより東京

湾の航行援助情報を提供しています。  

 

Ⅲ 適用される主要航行ルール  

東京湾における航路等の設定及び航行ルールについては、地域ルールとし

ての海上交通安全法及び港則法、これらに基づく政省令・告示が適用され、

これらにより定められていない部分については基本航行ルールである海上衝

突予防法が適用となります。  

東京湾の航路等の概略は、下図のとおりです。  

東京湾において適用とな

る主要航行ルールの概要を

以下に示します。  

なお、詳細は海上衝突予防

法及び海上交通安全法、港則

法、これらに基づく政省令等

を参照して下さい。  
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１ 浦賀水道航路及び中ノ瀬航路  

① 航路航行義務  

長さ５０ｍ以上の船舶は、航路が設定されて

いる海域を航行する場合には、航路をこれに沿

って航行しなければなりません。  

ただし、海難を避けるため又は人命若しくは

他の船舶を救助するためやむを得ない事由があ

るときは、この限りではありません。  

また、中ノ瀬航路については水深が２３ｍと

浅いことから、喫水が２０ｍ以上の船舶につい

て航路航行義務が免除されています。  

航路航行義務区間については別図１を参照し

てください。  

 

② 避航等  

ⅰ 航路外から航路に入り、航路から航路外に出、若しくは航路を横断

しようとし、又は航路をこれに沿わないで航行している船舶（漁ろう

船等を除く。）は、航路をこれに沿って航行している他の船舶と衝突

するおそれがあるときは、当該他の船舶の進路を避けなければなりま

せん。  

この場合において、海上衝突予防法第９条第２項、第１２条第１項、

第１３条第１項、第１４条第１項、第１５条第１項前段及び第１８条

第１項（第４号に係る部分に限る。）の規定は、当該他の船舶につい

て適用されません。  

ⅱ 航路外から航路に入り、航路から航路外に出、若しくは航路を横断

しようとし、若しくは航路をこれに沿わないで航行している漁ろう船

等又は航路で停留している船舶は、航路をこれに沿って航行している

巨大船（長さ２００ｍ以上の船舶をいう。）と衝突するおそれがある

ときは、当該巨大船の進路を避けなければなりません。  

この場合において海上衝突予防法第９条第２項及び第３項、第１３

条第１項、第１４条第１項、第１５条第１項前段並びに第１８条第１

項（第３号及び第４号に係る部分に限る。）の規定は、当該巨大船に

ついて適用されません。  

 

③ 浦賀水道及び中ノ瀬航路の基本的通航方法  

ⅰ 浦賀水道航路 ・・・ 航路の中央から右側通航  

ⅱ 中ノ瀬航路  ・・・ 北航  

 

④ 浦賀水道航路から中ノ瀬航路に入ろうとしている巨大船の優先  

航行し、又は停留している船舶（巨大船を除く。）は、浦賀水道航路
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から中ノ瀬航路に入ろうとしている巨大船と衝突するおそれがあるとき

は、当該巨大船の進路を避けなければなりません。  

この場合において、前記②ⅰ並びに海上衝突予防法第９条第２項及び

第３項、第１３条第１項、第１４条第１項、第１５条第１項前段並びに

第１８条第１項（第３号及び第４号に係る部分に限る。）の規定は、当

該巨大船について適用されません。  

 

⑤ 速力の制限  

浦賀水道航路及び中ノ瀬航路の全区間においては、航路横断船舶を除

き１２ノット（対水速力）を超える速力で航行してはなりません。  

ただし、海難を避けるため又は人命若しくは他の船舶を救助するため

やむを得ない事由があるときは、この限りではありません。  

 

⑥ ＡＩＳによる目的地情報の送信  

ＡＩＳを作動させている船舶は、浦賀水道航路及び中ノ瀬航路を航行

している間、進路を他の船舶に知らせるため、仕向港を示す記号及び進

路を示す記号をＡＩＳの目的地に関する情報として送信していなければ

なりません。  

仕向港を示す記号等は、資料１及び資料２を参照して下さい。  

 

⑦ 信号による進路の表示  

総トン数１００トン以上の船舶は、航路外から航路に入り、航路から

航路外に出ようとするとき等において、昼間は国際信号旗を表示するこ

とにより、夜間は汽笛を吹鳴することにより、進路を他の船舶に知らせ

なければなりません。  

表示すべき国際信号旗等については、資料１を参照して下さい。  

 

２ 東京湾内における経路の指定  

海上交通安全法の規定に基づき、東京湾内においては、次のような経路

を航行することが定められています。  

① 中ノ瀬西方海域（別図２参照）  

ⅰ 中ノ瀬西方海域をこれに沿って南航する船舶は、Ａ線の西側を航行

すること。  

ⅱ 中ノ瀬西方海域をこれに沿って北航する船舶（Ｂ線を横切って航行

し、Ｂ線の西側に向けて航行しようとする船舶を除く。）は、次の経

路で航行すること。  

ａ 目的港の港域に入るため針路を転じるまでの間、Ａ線の東側の海

域を航行すること  

ｂ 喫水２０ｍ以上の船舶は、Ｃ線から中ノ瀬西方海域の内側に４０

０ｍ以上離れた海域を航行すること  
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② 木更津港沖灯標付近海域（別図３参照）  

Ａ線を横切った後、Ｂ線を横切って航行する船舶は、木更津港沖灯標

を左げんに見て航行すること。  

 

③ 東京湾アクアライン東水路付近海域（別図４参照）  

ⅰ 東京湾アクアライン東水路を通過し南航する船舶は、次の経路で航

行すること。  

ａ Ａ線の西側の海域を航行すること  

ｂ 千葉方面から航行する船舶は、Ａ線に近寄って航行すること  

ｃ 東京方面から航行する船舶は、Ａ線から遠ざかって航行すること  

ⅱ 東京湾アクアライン東水路を通過し北航する船舶は、次の経路で航

行すること。  

ａ Ａ線の東側の海域を航行すること  

ｂ 千葉方面に向かって航行する船舶は、Ａ線から遠ざかって航行す

ること  

ｃ 東京方面に向かって航行する船舶は、Ａ線に近寄って航行するこ

と  

 

④ 東京沖灯浮標付近海域（別図５参照）  

東京沖灯浮標を中心とした半径１８５０ｍの円内海域（港則法の港の  

区域を除く。）を通過して航行する船舶は、同地点を左げんに見て航行す

ること。  

 

 ⑤ 東京湾口海域（別図６参照）  

   ⅰ  東京湾口海域を航行する船舶は次の経路で航行すること。  

ａ  東京湾口海域を北航する船舶は、A 地点と B 地点の２地点間を結 

んだ線の東側を航行すること。  

ｂ 東京湾口海域を南航する船舶は、A 地点と B 地点の２地点間を結 

んだ線の西側を航行すること。  

ｃ 浦賀水道航路を南航し、E 線を横切って航行しようとする船舶 

は、A 地点と B 地点を結んだ線の西側を航行すること。  

 

３ 千葉港に適用される主要航行ルール  

千葉港における航路の設定及び航行ルールについては、地域ルールとし

ての港則法の規定及び港長による行政指導が適用され、これらにより定め

られていない部分については基本航行ルールである海上衝突予防法が適

用となります。  

なお、詳細は港則法及び港則法施行規則の規定を参照して下さい。  

   ① 千葉港内における基本的航法  

ⅰ 船舶は、港内及び港の境界付近においては、他の船舶に危険を及     
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ぼさないような速力で航行しなければなりません。  

   ⅱ 千葉港において、汽艇等は汽艇等以外の船舶の進路を避けなけれ

ばならず、また、総トン数５００トン以下であって汽艇等以外の船舶

は、総トン数５００トンを超える船舶の進路を避けなければなりませ

ん。（総トン数５００トンを超える船舶が千葉港内を航行するときは、

国際信号旗数字旗「１」をマストに見やすいように掲げなければなり

ません。）  

 

② 行き先信号の表示  

     ⅰ ＡＩＳによる表示  

ＡＩＳを作動させている船舶は、千葉港内又は境界付近を航行する

ときは、進路を他の船舶に知らせるため、仕向港を示す記号及び仕向

地での進路を示す記号（必要な場合は経由するルートを示す記号を追

加する。）をＡＩＳの目的地に関する情報として送信していなければ

なりません。  

仕向港を示す記号等は、資料１及び資料２を参照して下さい。  

    ⅱ 国際信号旗による表示  

千葉港に出入港する船舶は、行き先を示す信号旗をマストその他の

見やすい場所に掲げて航行して下さい。  

詳細につきましては、資料１を参照して下さい。  

なお、国際信号旗を有しない場合、又は夜間においては掲げる必要

はありません。  

 

③ 航路航行義務  

     汽艇等以外の船舶は、千葉港に出入するには、航路によらなければな

りません（姉崎航路においては、総トン数１，０００トン未満の船舶を

除く。）。  

ただし、海難を避けようとする場合その他やむを得ない事由のある場

合は、この限りではありません。  

 

   ④ 航路における航法  

ⅰ 航路外から航路に入り、又は航路から航路外に出ようとする船舶

は、航路を航行する他の船舶の進路を避けなければなりません。  

ⅱ 船舶は、航路内においては、並列して航行してはなりません。  

ⅲ 船舶は、航路内において、他の船舶と行き会うときは、右側を航行

しなければなりません。  

ⅳ 船舶は、航路内では他の船舶を追い越してはなりません。  

 

⑤ 千葉港の管制信号  

千葉航路又は市原航路を航行する際は、管制信号に従って航行しなけ
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ればなりません。  

千葉港では､船舶航行の安全を確保するため､「千葉灯標」及び「千葉

中央港」の各信号所において､閃光式信号又は電光文字式信号により､水

路内を航行する船舶に対して航行管制を行っています。  

管制信号の種類及び意味は別図６に示すとおりです。  

 

   ⑥ 航路内における投錨等の禁止  

船舶は、航路内においては、次の各号の場合を除いては、投錨し、又

はえい航している船舶を放してはなりません。  

ⅰ 海難を避けようとするとき  

ⅱ 運転の自由を失ったとき  

ⅲ 人命又は急迫した危険のある船舶の救助に従事するとき  

ⅳ 港長の許可を受けて工事又は作業に従事するとき  

 

 ４ 京浜港に適用される主要航行ルール  

京浜港における航路の設定及び航行ルールについては、地域ルールとし

ての港則法の規定及び港長による行政指導が適用され、これらにより定め

られていない部分については基本航行ルールである海上衝突予防法が適用

となります。  

なお、詳細は港則法及び港則法施行規則の規定を参照して下さい。  

① 京浜港内における基本的航法  

    ⅰ 船舶は、港内及び港の境界付近においては、他の船舶に危険を及

ぼさないような速力で航行しなければなりません。  

ⅱ 京浜港において、汽艇等は汽艇等以外の船舶の進路を避けなけれ

ばならず、また、総トン数５００トン以下であって汽艇等以外の船

舶は、総トン数５００トンを超える船舶の進路を避けなければなり

ません。（総トン数５００トンを超える船舶が京浜港内を航行する

ときは、国際信号旗数字旗「１」をマストに見やすいように掲げな

ければなりません。）  

 

② 行き先信号の表示  

ⅰ ＡＩＳによる表示  

ＡＩＳを作動させている船舶は、京浜港内又は境界付近を航行す

るときは、進路を他の船舶に知らせるため、仕向港を示す記号及び

仕向地での進路を示す記号（必要な場合は経由するルートを示す記

号を追加する。）をＡＩＳの目的地に関する情報として送信してい

なければなりません。  

仕向港を示す記号等は、資料１及び資料２を参照して下さい。  

ⅱ 国際信号旗による表示  

京浜港に出入港する船舶は、行き先を示す信号旗をマストその他
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の見やすい場所に掲げて航行して下さい。  

詳細につきましては、資料１を参照して下さい。  

なお、国際信号旗を有しない場合、又は夜間においては掲げる必

要はありません。  

 

   ③ 航路航行義務  

     汽艇等以外の船舶は、京浜港に出入するには、航路によらなければ

なりません。  

ただし、海難を避けようとする場合その他やむを得ない事由のある

場合は、この限りではありません。  

航路及び水路は別図８～11 に示すとおりです。  

 

④ 航路における航法  

ⅰ 航路外から航路に入り、又は航路から航路外に出ようとする船舶

は、航路を航行する他の船舶の進路を避けなければなりません。  

ⅱ 船舶は、航路内においては、並列して航行してはなりません。  

ⅲ 船舶は、航路内において、他の船舶と行き会うときは、右側を航

行しなければなりません。  

ⅳ 船舶は、航路内では他の船舶を追い越してはなりません。  

ただし、東京西航路、川崎第１区及び横浜第４区において、周囲

の状況を考慮し、次の各号のいずれにも該当する場合には、他の船

舶を追い越すことができます。  

     ａ 追い越される船舶が追い越す船舶を安全に通過させるための動

作をとることを必要としないとき  

     ｂ 自船以外の船舶の進路を安全に避けられるとき  

ⅴ 総トン数５００トン以上の船舶は、１３号地その２東端から中央

防波堤内側内貿ふ頭岸壁北端（北緯３５度３６分２５秒東経１３９

度４７分５５秒）まで引いた線を超えて１３号地その２南東側海面

を西行してはなりません。  

     総トン数５００トン以上の船舶は、京浜運河を通り抜けてはなりま

せん。  

ⅵ 総トン数１，０００トン以上の船舶は、塩浜信号所から２３９度

３０分１，１００メートルの地点から１５２度に東扇島まで引いた

線を超えて京浜運河を西行してはなりません。  

ⅶ 総トン数１，０００トン以上の船舶は、京浜運河において、午前

６時３０分から午前９時までの間は、船首を回転してはなりません。 

ⅷ 京浜運河から他の運河に入航し、又は他の運河から京浜運河に入

航しようとする汽船は、京浜運河と当該他の運河との接続点の手前

１５０メートルの地点に達したときは、汽笛又はサイレンをもって

長音１回を吹き鳴らさなければなりません。  
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ⅸ 総トン数５，０００トン（油送船にあっては１，０００トン）以

上の船舶は、鶴見航路又は川崎航路を航行して川崎第１区又は横浜

第４区に入航しようとするときは、それぞれ当該航路入口附近で、

川崎第１区又は横浜第４区を出航して鶴見航路又は川崎航路を航行

しようとするときはそれぞれ境運河前面水域又は東扇島２６号岸壁

前面で汽笛又はサイレンをもって長音２回吹き鳴らさなければなり

ません。  

 

   ⑤ 京浜港の管制信号  

京浜港内の水路を航行する際は、管制信号に従って航行しなければ

なりません。  

京浜港では､船舶航行の安全を確保するため､ 

「十五号地南」、「十五号地北」、「中央防」、「十号地」、「羽

田船舶」、「大井」、「青海」、「青海第二」、「晴海」、「鶴見」、

「鶴見第二」「田辺」「池上」、「塩浜」、「水江」、「川崎」、

「大師」、「大黒」、「内港」、「本牧」  

の各信号所において､管制信号を閃光式信号又は電光文字式信号で表

示し､水路内を航行する船舶に対して航行管制を行っています。  

管制信号の種類及び意味は別図８～11 に示すとおりです。  

 

⑥ 航路内における投錨等の禁止  

船舶は、航路内においては、次の各号の場合を除いては、投錨し、

又はえい航している船舶を放してはなりません。  

ⅰ 海難を避けようとするとき  

ⅱ 運転の自由を失ったとき  

ⅲ 人命又は急迫した危険のある船舶の救助に従事するとき  

ⅳ 港長の許可を受けて工事又は作業に従事するとき  

 

５ 巨大船等の灯火  

巨大船及び危険物積載船は、港の区域外において航行し、停留し、又は

錨泊しているときは、次の灯火又は標識を表示しなければなりません。  

① 巨大船の灯火等  

ⅰ 夜間に表示する灯火  

少なくとも２海里の視認距離を有し、一定の間隔で毎分１８０回以

上２００回以下の閃光を発する緑色の全周灯１個  

ⅱ 昼間に表示する標識  

直径が０．６ｍ以上であり、高さが直径の２倍である黒色の円筒形

の形象物２個で１．５ｍ以上隔てて垂直線上に連掲されたもの  
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② 危険物積載船の灯火等  

ⅰ 夜間に表示する灯火  

少なくとも２海里の視認距離を有し、一定の間隔で毎分１２０回以

上１４０回以下の閃光を発する紅色の全周灯１個  

ⅱ 昼間に表示する標識  

縦に上から国際信号旗の第一代表旗１旒及びＢ旗１旒  

 

Ⅳ 通信  

１ 通信チャンネル  

センターとの通信を行う場合のチャンネルは次のとおりです。  

センターでは、１６ｃｈ及び１３ｃｈを常時聴取しています。  

１６ｃｈ、１３ｃｈ ：呼び出し及び応答  

１２ｃｈ、１３ｃｈ、１４ｃｈ、６６ｃｈ、６９ｃｈ ：通信  

 

２ 通信言語  

日本語又は英語  

 

３ 呼出名称等  

港則法及び海上交通安全法に基づく通報等で用いるＶＨＦ無線電話によ

る呼出名称を「とうきょうマーチス」に統一します。  

ただし、各水路及びその周辺海域に関する問合せを行う際は、識別を容

易にするため、呼出し及び応答の後、  

    千葉航路及び市原航路      の場合は 「ちば」  

    東京西航路及び東京東航路    の場合は 「とうきょう」  

    川崎航路、鶴見航路及び京浜運河 の場合は 「かわさき」  

    横浜航路            の場合は 「よこはま」  

を冒頭に冠して通報して下さい。  
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Ⅴ 航海計画及び船位通報  

 １ 航海計画にかかる各種通報  

① 航路通報（前日正午まで）  

ⅰ 通報義務船舶  

海上交通安全法の規定に基づき、以下に掲げる船舶は、浦賀水道航

路又は中ノ瀬航路を通航する前日正午までに、ⅱに掲げる通報事項を

センターに通報しなければなりません。  

この通報を踏まえて、下記表に示す管制基準等に沿ってセンターで

は管制計画を策定しています。  

また、通報した事項に変更があった場合には、それぞれの航路入航

予定時刻の３時間前にその旨を通報し、以後その通報した事項に変更

があったときは、直ちに、その旨を通報しなければなりません。  

なお、ⅲに掲げる条件を満たす場合、航路通報（変更通報を含む。）

に港内の係留施設名及び水路入航予定時刻を追記することで、後述す

る③及び④の港則法の規定に基づく事前通報を省略することができま

す。  

ａ 巨大船  

ｂ 巨大船以外であって長さ１６０ｍ以上の船舶（準巨大船）  

ｃ 総トン数２５，０００トン以上の液化ガス積載船  

ｄ 船舶、いかだその他の物件を引き、又は押して航行する船舶であ

って、当該引き船の船首から当該物件の後端まで又は当該押し船の

船尾から当該物件の先端までの距離が２００ｍ以上であるもの（長

大物件えい航船等）  

ⅱ 通報事項  

ａ 船名、総トン数、長さ  

ｂ 航行しようとする航路の区間、航路入航予定時刻、航路出航予定

時刻  

ｃ 船舶局の呼出符号又は呼出名称（船舶局を有する場合に限る。）  

ｄ 海上保安庁との連絡手段（船舶局を有しない船舶に限る。）  

ｅ 仕向港  

ｆ 喫水（巨大船に限る。）  

ｇ 積載している危険物の種類及び種類ごとの数量（危険物積載船に

限る。）  

ｈ 引き船の船首から当該引き船の引く物件の後端まで又は押し船の

船尾から当該押し船の押す物件の先端までの距離及び当該物件の概

要（前記ⅰｄの船舶に限る。）  
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管制基準  

  北航の場合  

先 船 

 

後 船 

特別危険

物積載船  

巨大船  準巨大船  
物件えい

航 船 等  
危険物  

積載船  

危険物積載  

船を除く  

危険物  

積載船  

危険物積載  

船を除く  

特別危険物積載船 ※  １５分 １５分 １５分 １５分 １０分 
・浦賀水道

航路のみ航

行するもの

５５分  

・浦賀水道

航路及び中

ノ瀬航路航

行するもの

８５分  

巨大船  

危険物積載船  １５分 １５分 １５分 １５分 １０分 

危険物

積載船

を除く  

390m 

以上  
１５分 １５分 １５分 １５分 １０分 

390m 

未満 
１５分 １５分 １０分 １０分 １０分 

準巨大船  
危険物積載船  １０分 １０分 １０分 

危険物積載船を除く ５分 ５分 ５分 

物件えい航船等  １５分 １５分 

 

  南航の場合  

先 船 

 

後 船 

巨大船又は  

特別危険物  

積 載 船 

準巨大船  
物件えい航船

等  
危 険 物  

積 載 船  

危険物積載船

を除く 

巨大船又は 

特別危険物積載船  ※ 
１５分 １５分 １０分 

・浦賀水道航路の

み航行するもの５

５分 

・浦賀水道航路及

び中ノ瀬航路航行

するもの８５分 

準巨大船 

危険物積載船 １０分 １０分 １０分 

危険物積載船を

除く 
５分 ５分 ５分 

物件えい航船等 １５分 １５分 １５分 １５分 

 

※特別危険物積載船  

危険物積載船で総トン数５０，０００トン（積載する危険物が液化ガス

の場合にあっては総トン数２５，０００トン）以上の船舶  

 

ⅲ 港則法の事前通報の省略条件  

ａ 浦賀水道航路を通航して、千葉港の水路（千葉航路、市原航路）

及び京浜港の水路（東京東航路、東京西航路、鶴見航路（鶴見南水

路、鶴見北水路）、川崎航路、横浜航路（西水路又は東水路））を、

他の港への寄港及び錨泊をせずに航行しようとする船舶  
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ｂ 前記ａの千葉港の水路及び京浜港の水路を航行して、他の港への

寄港及び錨泊をせずに、浦賀水道航路を通航しようとする船舶  

 

  ② 航路通報（３時間前まで）  

     ⅰ 通報義務船舶  

         海上交通安全法の規定に基づき、以下に掲げる危険物積載船（ただ

し、前記①ⅰに掲げる船舶を除くもの。）は、浦賀水道航路又は中ノ

瀬航路入航予定時刻の３時間前までに、ⅱに掲げる通報事項をセンタ

ーに通報しなければなりません。  

また、通報した事項に変更があった場合には、直ちに、その旨を通

報しなければなりません。  

        ａ 火薬類を一定数量以上積載する総トン数３００トン以上の船舶  

        ｂ ばら積みの引火性高圧ガスを積載する総トン数１，０００トン以

上の船舶  

        ｃ ばら積みの引火性液体類を積載する総トン数１，０００トン以上

の船舶  

        ｄ ２００トン以上の有機過酸化物を積載する総トン数３００トン以

上の船舶  

     ⅱ 通報事項  

        ａ 船名、総トン数、長さ  

        ｂ 航行しようとする航路の区間、航路入航予定時刻、航路出航予定

時刻  

        ｃ 船舶局の呼出符号又は呼出名称（船舶局を有する場合に限る。）  

        ｄ 海上保安庁との連絡手段（船舶局を有しない船舶に限る。）  

        ｅ 仕向港  

        ｆ 積載している危険物の種類及び種類ごとの数量  

 

  ③ 事前通報（千葉港）  

    港則法の規定に基づき、ⅰに掲げる船舶は、千葉港の各水路を航行し

ようとするときは、前日正午までにⅱに掲げる通報事項をセンターに通

報しなければなりません。  

    通報事項に変更があった場合及び水路入航予定時刻又は運航開始予定

時刻に１０分以上の変更がある場合には、その旨を通報しなければなり

ません。  

なお、ⅲに掲げる条件を満たす場合、前記①の航路通報（変更通報を

含む。）に港内の係留施設名及び水路入航予定時刻を追記することで、

当該事前通報を省略することができます。  

 

また、長さ５０ｍ以上（ただし、総トン数５００トン未満の船舶を除

く。）の船舶（ⅰに掲げる船舶を除く。）についても航行の安全と効率
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の向上のため航行予定時刻等の情報をⅰに掲げる船舶に準じて通報をお

願いします。  

 

   ⅰ 管制船  

    ａ 千葉航路・・・長さ１４０ｍ以上の船舶  

            (油送船にあっては総トン数１，０００トン以上) 

    ｂ 市原航路・・・長さ１２５ｍ以上の船舶  

            (油送船にあっては総トン数１，０００トン以上)  

   ⅱ 通報事項  

   《法定通報事項》  

    ａ 船名  

    ｂ 総トン数及び長さ  

    ｃ 水路入航予定時刻又は運航開始予定時刻  

    ｄ 当該船舶との連絡手段  

    ｅ 当該船舶が停泊し、又は停泊しようとする千葉港のけい留施設  

   《任意通報事項》  

    ｆ 呼出符号  

    ｇ ＭＭＳＩ  

    ｈ 船種  

    ⅰ 積載危険物の種類及び数量  

    ｊ 港内航行時の最大喫水  

    ｋ 航行の種類(入港・出港・港内移動の別) 

    ｌ  通航水路  

    ｍ  錨泊の有無  

    ｎ  水先人の乗船の有無  

    ｏ  タグボートの使用の有無  

ⅲ 事前通報の省略条件  

ａ 浦賀水道航路を通航して、千葉航路又は市原航路を、他の港への

寄港及び錨泊をせずに航行しようとする船舶  

ｂ 千葉航路又は市原航路を航行して、他の港への寄港及び錨泊をせ

ずに、浦賀水道航路を通航しようとする船舶  

 

  ④ 事前通報（京浜港）  

    港則法の規定に基づき、ⅰに掲げる船舶は、京浜港の各水路を航行し

ようとするときは、前日正午までにⅱに掲げる通報事項をセンターに通

報しなければなりません。  

    通報事項に変更があった場合及び、水路入航予定時刻又は運航開始予

定時刻に１０分以上の変更がある場合には、その旨を通報しなければな

りません。  

なお、ⅲに掲げる条件を満たす場合、前記①の航路通報（変更通報を
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含む。）に港内の係留施設名及び水路入航予定時刻を追記することで、

当該事前通報を省略することができます。  

 

また、東京東航路又は横浜航路を航行する長さ５０ｍ以上（ただし、

総トン数５００トン未満の船舶を除く。）若しくは東京西航路を航行す

る長さ１００ｍ以上の船舶（ⅰに掲げる船舶を除く。）についても、航

行の安全と効率の向上のため航行予定時刻等の情報をⅰに掲げる船舶に

準じて通報をお願いします。  

 

   ⅰ 管制船  

    ａ 東京東航路・・・長さ１５０ｍ以上の船舶  

(油送船にあっては総トン数１，０００トン以上) 

    ｂ 東京西航路・・・長さ３００ｍ以上の船舶  

(油送船にあっては総トン数５，０００トン以上) 

    ｃ 川崎航路・・・総トン数１，０００トン以上の船舶  

    ｄ 鶴見航路・・・総トン数１，０００トン以上の船舶  

    ｅ 川崎第１区及び横浜第４区・・・  

総トン数１，０００トン以上の船舶  

    ｆ 横浜航路・・・長さ１６０ｍ以上の船舶  

(油送船にあっては総トン数１，０００トン以上)  

   ⅱ 通報事項  

   《法定通報事項》  

    ａ 船名  

    ｂ 総トン数及び長さ  

    ｃ 水路入航予定時刻又は運航開始予定時刻  

    ｄ 当該船舶との連絡手段  

    ｅ 当該船舶が停泊し、又は停泊しようとする京浜港のけい留施設  

   《任意通報事項》  

    ｆ 呼出符号  

    ｇ ＭＭＳＩ  

    ｈ 船種  

    ⅰ 積載危険物の種類及び数量  

    ｊ 港内航行時の最大喫水  

    ｋ 航行の種類(入港・出港・港内移動の別) 

    ｌ  通航水路  

    ｍ  錨泊の有無  

    ｎ  水先人の乗船の有無  

    ｏ  タグボートの使用の有無  

ⅲ 事前通報の省略条件  

ａ 浦賀水道航路を通航して、東京東航路、東京西航路、鶴見航路（鶴
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見南水路、鶴見北水路）、川崎航路、横浜航路（西水路又は東水路）

を、他の港への寄港及び錨泊をせずに航行しようとする船舶  

ｂ 東京東航路、東京西航路、鶴見航路（鶴見南水路、鶴見北水路）、

川崎航路、横浜航路（西水路又は東水路）を航行して、他の港への

寄港及び錨泊をせずに、浦賀水道航路を通航しようとする船舶  

 

⑤ 通報先・手段  

ⅰ 通報先  

東京湾海上交通センター  

※千葉、市原各航路を航行しようとする船舶は、ちばポートラジオ

（受付：株式会社東洋信号通信社）へも航路航行当日に VHF 無線

電話で通報してください。  

※東京東、東京西各航路を航行しようとする船舶は、とうきょうポ

ートラジオ（受付：株式会社東洋信号通信社  ）へも航路航行当日

に VHF 無線電話で通報してください。  

※川崎航路､鶴見航路（大黒ふ頭､JFE スチール㈱東日本製鉄所 扇島

出荷岸壁に入出港する船舶を除く｡）を航行しようとする船舶は､

川崎市港湾局川崎港管理センター港営課（０４４－２８７－６０

３５）（夜間や土日祝日の受付：株式会社東洋信号通信社 ０４

５－５１０－２３４８）へ通報してください。同市へ通報した場

合は東京湾海上交通センターへ通報したものとみなされます。  

※横浜航路､鶴見航路（大黒ふ頭､JFE スチール㈱東日本製鉄所 扇島

出荷岸壁に入出港する船舶に限る｡）を航行しようとする船舶は､

横浜市港湾局（受付：株式会社東洋信号通信社 ０４５－５１０

－２３４４）へ通報してください。同市へ通報した場合は東京海

上交通センターへ通報したものとみなされます。  

ⅱ 通報手段  

ａ 書面による場合  

通報様式に記入し、海上保安庁の事務所に持参し、又はセンター

まで直接郵送して下さい。  

〒２３１－８８１８ 神奈川県横浜市中区北仲通５－５７  

ｂ 電話による場合  

０４５－２２５－９１４０、９１４１(浦賀水道航路､中ノ瀬航路) 

０４５－２２５－９１５０（千葉港）  

０４５－２２５－９１５１（京浜港東京区）  

０４５－２２５－９１５２（京浜港川崎区、横浜区）  

ｃ 電子メールによる場合  

詳しくは東京湾海上交通センターにお問い合わせください。  

ｄ 無線通信による場合  

センターの通信エリア内であれば「とうきょうマーチス」に対し、
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ＶＨＦ無線電話１６ｃｈ又は１３ｃｈで連絡して下さい。  

周波数：１５６．８ ＭＨｚ（１６ｃｈ）  

１５６．６５ＭＨｚ（１３ｃｈ）  

エリア外であれば海上保安庁の海岸局（「よこはまほあん」）に

対し連絡して下さい。  

周波数：１５６．８ＭＨｚ（１６ｃｈ）  

２１８９．５ｋＨｚ  

ｅ ＮＡＣＣＳによる場合  

https://www.naccs.jp/ 

ⅲ 通報様式  

航路通報及び事前通報は共通の通報様式により行ってください。  

また、航路通報及び事前通報を個別に送付する場合にも、共通の通

報様式が使用できます。  

共通の通報様式はこちらから入手できます。  

https://www6.kaiho.mlit.go.jp/tokyowan/ 

 

２ 巨大船等に対する指示  

① 巨大船等に対し指示する事項  

海上交通安全法の規定に基づき、センターは、前記１①及び②により

航路通報を行った船舶（以下「巨大船等」という。）の航路における航

行に伴い生ずるおそれのある船舶交通の危険を防止するため必要がある

と認めるときは、当該巨大船等の船長に対し、以下の事項について指示

を行うことがあります。  

ａ 航路入航予定時刻の変更  

ｂ 航路を航行する速力  

ｃ 航路入航予定時刻の３時間前から航路出航までの間におけるＶＨ

Ｆ無線電話１６ｃｈの聴取によるセンターとの連絡保持  

ｄ 巨大船にあっては、余裕水深の保持  

ｅ 長さ２５０ｍ以上の巨大船又は危険物積載船である巨大船にあっ

ては、進路を警戒する船舶の配備  

ｆ 巨大船又は危険物積載船にあっては、航行を補助する船舶の配備  

ｇ 危険物積載船であって総トン数５０，０００トン（液化ガス積載

船にあっては２５，０００トン）以上のものにあっては、消防設備

を備えている船舶の配備  

ｈ 長大物件えい航船等（船舶、いかだその他の物件を引き、又は押

して航行する船舶であって、当該引き船の船首から当該物件の後端

まで又は当該押し船の船尾から当該物件の先端までの距離が２００

ｍ以上であるものをいう。以下同じ。）にあっては、側方を警戒す

る船舶の配備  

ｉ その他巨大船等の運航に関し必要と認められる事項  
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② 指示の方法  

無線通信、電話、電子メール、ＮＡＣＣＳ又は書面の手交により行い

ます。  

 

③ 進路を警戒する船舶等の基準  

前記①ｅ、ｇ及びｈの進路を警戒する船舶等の基準については、「進

路を警戒する船舶、消防設備を備えている船舶又は側方を警戒する船舶

の配備を指示する場合における指示の内容に関する基準を定める告示」

（昭和５１年海上保安庁告示第２９号）及び「進路を警戒する船舶、消

防設備を備えている船舶及び側方を警戒する船舶の指定に関する告示」

（昭和５１年海上保安庁告示第７６号）を参照してください。  

 

３ 入域通報  

海上交通安全法の規定に基づき、長さ５

０ｍ以上の船舶（ＡＩＳを搭載し、②に掲

げる事項を適切に送信している船舶を除

く。）は、以下に示すとおり、センターあ

てに入域通報を行ってください。  

① 通報時期  

ａ 東京湾へ入湾する場合であって、神

奈川県剱埼灯台と千葉県洲埼灯台を結

んだ線を横切るとき  

ｂ 指定海域に入域するとき又は入る前  

 

② 通報事項  

ａ 船舶の名称及び長さ  

ｂ 船舶の呼出符号  

ｃ 通報の時点における船舶の位置  

ｄ 仕向港（岸壁、錨地）  

ｅ 船舶の喫水  

 

③ 通報方法  

ⅰ ＶＨＦ無線電話  

ａ 呼び出し名称：とうきょうマーチス  

ｂ 呼び出しチャンネル：１６ｃｈ、１３ｃｈ  

ⅱ 電話  

  ０４５－２２５－９１３２、９１３４、９１３５  
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 ４ 船舶交通の制限等  

① 指示する事項  

 港則法の規定に基づき、センターは、水路における船舶交通の危険が

生ずるおそれがある場合であって、危険を防止するため必要があると認

めるときは、管制船舶の船長に対し、以下の事項について指示を行うこ

とがあります。  

    ａ 水路入航予定時刻の変更  

    ｂ 水路入航予定時刻の３時間前から水路出航までの間におけるＶＨ

Ｆ無線電話１６ｃｈ等の聴取によるセンターとの連絡保持  

    ｃ 進路を警戒する船舶又は航行を補助する船舶の配備  

    ｄ その他運航に関し必要と認められる事項  

 

  ② 指示の方法  

    書面の手交、電話、電子メール、無線通信、又はＮＡＣＣＳにより行

います。  

 

５ 情報提供可能海域と船舶交通流の監視  

センターでは、情報提供可能海域内を航行する船舶をレーダー情報、Ａ

ＩＳ情報、入域通報情報、テレビカメラ等により把握し、監視します。  

 

Ⅵ ＶＨＦ無線電話による情報提供、勧告及び指示  

１ 通信符号  

センターがＶＨＦ無線電話により情報提供、勧告及び指示を行う場合、

できる限り通信の始め又は通信文中の該当する部分に、以下に掲げる通信

符号（「情報」、「警告」、「勧告」、「指示」）を冠し、情報提供等の

趣旨を明確にします。  

通信符号の使用は、国際海事機関（ＩＭＯ）が定める標準海事通信用語

集の記述に則ったものであり、それぞれの意味等は次のとおりです。  
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① 「情報」（「INFORMATION」）  

センターがレーダー等により観測した事実、海域の状況等航行の参考

となる情報を通知することを意味し、当該情報をどのように活用するか

は、操船者の判断に委ねられる。  

 

② 「警告」（「WARNING」）  

船舶の安全な航行に支障を及ぼすおそれのある危険事象について通知

することを意味し、操船者は当該危険事象に直ちに注意を払うべきであ

り、どのように対処するかは操船者の判断に委ねられる。  

 

③ 「勧告」（「ADVICE」）  

港則法又は海上交通安全法の規定に基づき、航路等における交通方法

を遵守するため又は船舶の安全な航行に支障を及ぼすおそれのある危険

事象を回避するために進路の変更その他の必要な措置を講ずべきことを

通知することを意味し、操船者は当該勧告を慎重に考慮し操船を行うべ

きであり、どのように対処するかの最終判断は操船者に委ねられる。  

 

④ 「指示」（「INSTRUCTION」）  

港則法又は海上交通安全法の規定に基づき、船舶に対し行動を求める

ことを意味し、操船者は安全上の問題がない限り当該指示に従わなけれ

ばならない。  

 

海上交通センター

ＶＨＦ無線通信による情報提供（情報、警告）勧告及び指示
海上交通センターがＶＨＦ無線電話により情報提供（情報、警告）、勧告及び指示を行う場合、できる限り通信の始め
又は通信文中の該当する部分に、通信符号（「情報」、「警告」、「勧告」、「指示」）を冠し、情報提供等の趣旨を明確にします。

【情報（ＩＮＦＯＭＡＴＩＯＮ）】
「情報（ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ）。この海域で
は航路が設定されています。」

【警告（ＷＡＲＮＩＮＧ）】
「警告（ＷＡＲＮＩＮＧ）。前方の船舶に接近
しています。十分注意してください。」

【指示（ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ）】
「指示（ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ）。航路の視界が不
良なので、航路外に待機せよ。」

【勧告（ＡＤＶＩＣＥ）】
「勧告（ＡＤＶＩＣＥ）。工事作業海域を避
けてください。」

霧

気象現況

操業漁船の情報

巨大船等の入航間隔の調整

工事・作業等海域の情報
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２ 情報提供可能海域における情報提供  

センターは、情報提供可能海域内において次に掲げる情報を提供します。 

① 海上交通安全法の適用海域を航行する長さ５０ｍ以上の船舶及び港則

法の適用海域の千葉港及び京浜港を航行する総トン数５００トンを超え

る船舶であって、項目３①に掲げる情報聴取義務海域を航行するもの（以

下「特定船舶」という。）に対する次の情報（通信符号「情報」又は「警

告」）  

ａ 情報聴取義務海域において適用される、交通方法に従わないで航

行するおそれがあると認められる場合における、当該交通方法に関

する情報  

ｂ 船舶の沈没、航路標識の機能の障害その他の船舶交通の障害であ

って、特定船舶の航行の安全に著しい支障を及ぼすおそれのあるも

のの発生に関する情報  

ｃ 特定船舶が、工事又は作業が行われている海域、水深が著しく浅

い海域その他特定船舶が安全に航行することが困難な海域に著しく

接近するおそれがある場合における、当該海域に関する情報  

ｄ 他の船舶の進路を避けることが容易でない船舶であって、その航

行により特定船舶の航行の安全に著しい支障を及ぼすおそれのある

ものに関する情報  

ｅ 特定船舶が他の特定船舶に著しく接近するおそれがあると認めら

れる場合における、当該他の特定船舶に関する情報  

ｆ 上記のほか、特定船舶において聴取することが必要と認められる

情報  

 

② 台風、津波その他の異常な気象又は海象（以下「異常気象等」という。）

が予想される場合に、海上交通安全法の適用海域の東京湾アクアライン

周辺海域を航行し、停留し、又は錨泊をする長さ５０ｍ以上の船舶及び

港則法の適用海域の京浜港横浜沖錨地周辺海域を航行し、停留し、又は

錨泊をする総トン数５００トン以上の船舶であって、項目３②に掲げる

情報聴取義務海域を航行、停留、又は錨泊をするもの（以下「異常気象

等時特定船舶」という。）に対する次の情報（通信符号「情報」又は「警

告」）  

ａ  異常気象等時特定船舶の進路前方に錨泊をしている他の船舶に関     

する情報  

ｂ  異常気象等時特定船舶の錨泊に異状が生ずるおそれに関する情報  

ｃ  異常気象等時特定船舶の周辺に錨泊をしている他の船舶の錨泊に

異状が生ずるおそれに関する情報  

ｄ  船舶の沈没、航路標識の機能の障害その他の船舶交通の障害であ

って、異常気象等時特定船舶の航行、停留又は錨泊の安全に著しい

支障を及ぼすおそれのあるものの発生に関する情報  
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ｅ  異常気象等時特定船舶が、異常気象等時における航行制限等が実       

施されている海域、水深が著しく浅い海域その他の異常気象等時特       

定船舶が安全に航行し、停留し、錨泊することが困難な海域に著し   

く接近するおそれがある場合における、当該海域に関する情報  

ｆ 上記のほか、異常気象等時特定船舶が安全に航行し、停留し、又は

錨泊をするために聴取することが必要と認められる情報  

 

③ 準特定船舶（特定船舶以外の船舶であって、ＡＩＳを備えた船舶を

いう。）に対する①、②に準ずる情報（通信符号「情報」又は「警告」） 

 

④ その他必要と認める場合又は船舶からの依頼に基づく航行の安全上

必要な情報（通信符号「情報」）  

 

３ 情報の聴取義務   

 ① 特定船舶の聴取義務海域  

海上交通安全法又は港則法の規定に 

基づき、特定船舶（ＶＨＦ無線電話を搭

載していない船舶を除く。）は情報聴取

義務海域を航行している間、聴取が困難

な場合を除き、センターがＶＨＦ無線電

話により提供する情報を聴取しなけれ

ばなりません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 異常気象等時特定船舶の聴取義務海域  

海上交通安全法又は港則法の規定に基づき、異常気象等時特定船舶（Ｖ 

ＨＦ無線電話を搭載していない船舶を除く。）は下図の情報聴取義務海 

域を航行し、停留し、又は錨泊している間、聴取が困難な場合を除き、 

センターがＶＨＦ無線電話により提供する情報を聴取しなければなりま 

せん。  
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４ 勧告  

① 勧告の発出  

 ａ 特定船舶に対する勧告  

センターは、港則法又は海上交通安全法の規定に基づき、情報聴取

義務海域を航行している特定船舶が、各航路及び区域において適用さ

れる交通方法に従わないで航行するおそれがあると認める場合又は他

の船舶若しくは障害物に著しく接近するおそれ、その他当該特定船舶

の航行に危険が生ずるおそれがあると認める場合において、当該交通

方法を遵守させ、又は当該危険を防止するため必要があると認めると

きは、必要な限度において、当該特定船舶に対し、進路の変更その他

の必要な措置を講ずべきことを勧告（通信符号「勧告」）することが

あります。  

なお、勧告はＶＨＦ無線電話に加え船舶電話等により行うことがあ 

ります。  

ｂ  異常気象等時特定船舶に対する勧告  

センターは、港則法又は海上交通安全法の規定に基づき、情報聴取

義務海域を航行し、停留し、又は錨泊をしている異常気象等時特定船

舶が、他の船舶又は工作物に著しく接近するおそれ、その他の異常気

象等時特定船舶の航行、停留又は錨泊に危険が生ずるおそれがあると

認める場合において、当該危険を防止するため必要があると認めると

きは、必要な限度において、当該異常気象等時特定船舶に対し、国土

交通省令で定めるところにより、進路の変更その他の必要な措置を講

ずべきことを勧告（通信符号「勧告」）することがあります。  

なお、勧告はＶＨＦ無線電話に加え船舶電話等により行うことがあ   

ります。  

【京浜港横浜沖錨地周辺海域】 【東京湾アクアライン周辺海域】

異常気象等時特定船舶の情報聴取義務海域

※赤色箇所：異常気象等時特定船舶の聴取義務海域
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② 勧告を受けた船舶の対応  

勧告を受けた船舶は、当該勧告の内容を十分考慮し、自船の周囲の状

況を確実に把握し、他の危険な状況がないかどうかを判断した上、交通

方法の遵守又は危険回避のためにとるべき措置を決定してください。  

 

③ 勧告に基づき講じた措置についての報告聴取  

センターは、必要があると認めるときは、勧告を受けた船舶に対し、

その勧告に基づき講じた措置について報告を求めることがあります。  

 

５ 指示  

① 巨大船等に対する指示  

センターは、情報提供可能海域内において、前記Ⅴの２に述べた指示

（通信符号「指示」）をＶＨＦ無線電話により行うことがあります。  

 

② 航路外での待機の指示  

ⅰ 視界制限時における指示  

センターは、海上交通安全法の規定に基づき、浦賀水道航路又は中

ノ瀬航路を航行し、又は航行しようとする船舶の危険を防止するため、

次に定める場合毎に定める船舶に対し、当該危険を防止するため必要

な間、航路外で待機すべき旨を指示することがあります。  

なお、指示は、ＶＨＦ無線電話に加え電話等により行うことがあり

ます。  

異常気象等時特定船舶に対する海上交通センターによる
情報提供、危険回避措置の勧告制度

情報：錨泊位置が
移動しています。

勧告：後方の船舶に接近しています。
最善の措置を講じてください。

警告：付近船舶が走錨している
可能性があります。
注意してください。

海上交通センター

異常気象等時の
情報聴取義務海域
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ａ 視程が１，０００ｍを超え２，０００ｍ以下の場合  

巨大船、危険物積載船であって総トン数５０，０００トン（液化

ガス積載船にあっては２５，０００トン）以上のもの及び長大物件

えい航船等  

ｂ 視程が１，０００ｍ以下の場合  

長さ１６０ｍ以上の船舶、総トン数１０，０００トン以上の危険

物積載船及び航路を航行する場合における長大物件えい航船等  

   ⅱ 危険を防止するための指示  

     センターは、港則法の規定に基づき、京浜港横浜航路において、船

舶の円滑な航行を妨げる停留その他の行為をしている船舶と航路を航

行する長さ５０ｍ以上の他の船舶（総トン数５００トン未満の船舶を

除く。）との間に安全な間隔を確保することが困難となるおそれがあ

る場合に、航路外で待機すべき指示をすることがあります。  

 なお、指示は、ＶＨＦ無線電話に加え電話等により行うことがあり

ます。  

ⅲ 指示を受けた船舶の対応  

当該指示を受けた船舶は、指示の終了の連絡があるまで、当該指示

に従い航路外で待機して下さい。  

 

③ 管制信号を行っても危険が生じるおそれのある場合の指示  

センターは、千葉港の水路（千葉航路、市原航路）及び京浜港の水路

（東京東航路、東京西航路、鶴見航路（鶴見南水路、鶴見北水路）、川

崎航路、横浜航路（西水路又は東水路））において、管制信号を行って

も危険が生じるおそれがあると認めるときは、管制船舶の船長に対し、

水路航行予定時刻の変更、警戒船の配備、その他必要な措置を講ずるた

めの指示を行うことがあります。  

 

Ⅶ その他の情報提供  

１ 船舶自動識別装置（ＡＩＳ）  

センターでは、ＡＩＳの通信機能を活用しＡＩＳサービスエリア内を航

行する船舶に対し、東京湾における安全航行に必要な情報（海難の情報、

航行制限の情報、通航船舶の動静、気象状況、航路標識の異常、操業漁船

の状況等）を随時提供します。  

また、ＡＩＳサービスエリア内において、浅瀬に向かって航行している

場合等、船舶の安全な航行に支障を及ぼすおそれのある危険事象を認知し

た場合に、当該危険事象に関する情報を随時提供します。  

 

２ インターネット・ホームページ  

インターネット・ホームページにて各種情報を閲覧することができます。 

ＵＲＬ：https://www6.kaiho.mlit.go.jp/tokyowan/ 
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Ⅷ 非常災害発生時における制度  

東京湾内に大津波警報が発表される等の非常災害が発生し、これにより東

京湾内の船舶交通に危険が生ずるおそれのある場合、海上交通安全法及び港

則法に基づき、海上保安庁長官が非常災害が発生し船舶交通に危険が生ずる

おそれがある旨の周知を行います。  

当該周知がなされた場合は、以下の制度が適用されます。  

 

１ 情報聴取義務及び海域  

海上交通安全法等の規定に基づき、非

常災害が発生した旨の周知が行われた場

合は、右図のとおり、海上交通安全法の

適用海域（以下「指定海域」）及び千葉

港、京浜港、木更津港、横須賀港、館山

港（以下「指定港」）を航行する長さ５

０ｍ以上の船舶は、災害等に関し提供さ

れる以下の①～⑤に掲げる情報を聴取し

なければなりません。（ＶＨＦ無線電話

を搭載していない船舶を除く。）  

① 非常災害の発生の状況に関する情報  

② 船舶交通の制限の実施に関する情報  

③ 船舶の沈没、航路標識の機能の障害

その他の船舶交通の障害であって、指

定海域内船舶又は指定港内船舶の航行

の安全に著しい支障を及ぼすおそれの

あるものの発生に関する情報  

④ 指定海域内船舶又は指定港内船舶が、船舶の錨泊により著しく混雑す

る海域、水深が著しく浅い海域、その他の指定海域内船舶又は指定港内

船舶が航行の安全を確保することが困難な海域に著しく接近するおそれ

がある場合における、当該海域に関する情報  

⑤ 上記のほか、指定海域内の船舶又は指定港内の船舶が航行の安全を確

保するために聴取することが必要と認められる情報  

 

 ２ 航行制限等  

 海上交通安全法及び港則法の規定に基づき、船舶交通の危険を防止する

ため、東京湾への入湾制限、航行制限、退去命令、移動命令などの措置を

とります。  

   なお、これらの措置については、ＶＨＦ無線電話に加え、電話により行

うことがあります。  

 

 

- 27 -



 

 ３ 大型船舶優先の避難錨地  

大型船舶（タグボートの補助や水先人

の乗船を必要とする船舶）の優先避難錨

地として、右図のとおり、木更津沖の海

域を設定します。  

大型船舶以外の船舶はこの海域を避

けるよう、また、避難する船舶の通航帯

を確保するため、航路・経路指定海域等

付近での錨泊を自粛するよう御協力を

お願いします。  

 

 

 

 

 

    非常災害時の大型船舶優先避難錨地  

     ❶北緯 35 度 27 分 25 秒 東経 139 度 51 分 14 秒  

     ❷北緯 35 度 25 分 39 秒 東経 139 度 52 分 00 秒  

     ❸北緯 35 度 23 分 54 秒 東経 139 度 48 分 42 秒  

     ❹北緯 35 度 25 分 03 秒 東経 139 度 47 分 40 秒  

              の各地点により囲まれた海域  
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浦賀水道航路
・A線、B線間を航行する場合 -------全区間

・A線、C線間を航行する場合 -------赤色のラインと浦賀水道航路南側出入り口との区間
※第一海堡南西端から235°に引いた線

・A線、D線間を航行する場合 -------橙色のラインと浦賀水道航路南側出入り口との区間

※第二海堡海堡灯台から188°30′ に引いた線

中ノ瀬航路
・a線、b線間を航行する場合 -------- 全区間

・a線、c線間を航行する場合 -------- 茶色のライン以南の区間。

※円海山山頂から66°30′ 4500メートルの地点から95°に引いた線以南の区間

※喫水が20m以上の船舶については中ノ瀬航路航行義務が免除されています。

航路航行義務区間（浦賀水道航路及び中ノ瀬航路）

※各ラインの正確な位置は海図でご確認ください。

航路航行義務船が航行しなければならない区間

別図１

A線

B線

b線

c線

A線

a線

D線

B線

a線

C線

C線
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別図2

別図3

木更津港沖灯標

木更津港沖灯標付近海域における経路
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別図4

別図5
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東京湾口における経路 別図6

湾口海域（海図・電子海図表記）

B点

A点

海獺島灯台

剱埼灯台

（※１） E線
➢ 剱埼灯台から１３０度方向に陸岸まで引いた線

（※２） 中心線：下記Ａ点とＢ点を結んだ線
➢ Ａ点
剱埼灯台から１３０度、７，５９０メートルの地点

➢ Ｂ点
海獺島灯台から９０度、３，７７０メートルの地点

※AIS搭載船の場合、レーダ画面上
は、シンボルマーク※のみが表示され中
心線は表示されません。

リアルＡＩＳ航路標識及び

浦賀水道航路中央第一号灯浮標
東京湾

湾口海域（レーダーイメージ）

一号

二号

三号

90度あしかしま

航
路

※シンボルマークはレーダーの機種により異なる場合があります

浦賀水道航路を航行し、引き続きE
線を横切って航行しようとする船舶

南航船

➢ 中心線の西側を航行

E線（※１）を横切り、引き続き浦賀水
道航路を航行しようとする船舶）

北航船

➢ 中心線（※２）の東側を航行
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東京湾海上交通センターとのＶＨＦ無線通信
での連絡の際は、 「とうきょうマーチス ちば」 を
冒頭に冠して通報下さい。

千葉港の管制信号の種類及び意味千葉港の管制信号の種類及び意味

千葉港の千葉航路及び市原航路は、港則法に基づき航行管制を行っています。
これら２つの航路を入出航する場合には、東京湾海上交通センターと連絡を

取り、信号に従って航行してください。

千葉港内図管制航路と管制信号所位置

千葉海上保安部

中央港信号所
 千葉航路（閃光式信号）

千葉灯標
 千葉航路（電光文字式信号）
 市原航路（閃光式信号）

千
葉
航
路

管制信号の意味電光文字式 閃  光  式

２秒Ｉ
の点滅

入
航
信
号

出
航
信
号

Ｏ
の点滅

２秒

３秒Ｆ
の点滅

自
由
信
号

６秒Ｘ
の点灯

禁
止
信
号

・ 出航船は出航可
・ 長さ50m以上（総トン数500トン未満を除く）の船舶は

  入航禁止。ただし、港長の指示を受けた船舶は入航可
・ 長さ50m未満または総トン数500トン未満の船舶は入航可

・ 千葉航路は長さ140m以上、市原航路は長さ125m以上
  両航路共に油送船にあっては総トン数1,000トン以上の
  船舶は入出航禁止
・ その他の船舶は入出航可

・ 港長の指示する船舶以外は航行禁止

・ 入航船は入航可
・ 長さ50m以上（総トン数500トン未満を除く）の船舶は

  出航禁止。ただし、港長の指示を受けた船舶は出航可
・ 長さ50m未満または総トン数500トン未満の船舶は出航可

≪閃光式信号の見方≫
・入航船は、赤の光が見えた⇒入航出来ません！
・出航船は、白の光が見えた⇒出航出来ません！
・赤白の交互の点滅が見えた⇒大型船は入航出来ません！
※詳しい信号の意味は下記をご覧ください。

閃光式信号
（千葉航路）

閃光式信号
（市原航路）

電光文字式信号
（千葉航路）

市原航路

別図7

©JCGA
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・ 航路内航行船は、入出航行可
・ 航路外にある長さ50m以上の入出航船
（総トン数500トン未満の船舶を除く）

  は、航路外で航路内航行船の進路を
  避けて待機
・ 航路外の長さ50m未満または

  総トン数500トン未満の入出航船は、
  入出航可

東京湾海上交通センターとのＶＨＦ無線通信
での連絡の際は、 「とうきょうマーチス とうきょう」
を冒頭に冠して通報下さい。

京浜港東京区の管制信号の種類及び意味京浜港東京区の管制信号の種類及び意味

京浜港東京区の東京東航路及び西航路は、
港則法に基づき航行管制を行っています。
これら２つの航路を入出航する場合には、

東京湾海上交通センターと連絡を取り、
信号に従って航行してください。

管制航路と信号所位置

東京西航路

東京東航路

電光文字式

入
航
信
号

出
航
信
号

自
由
信
号

禁
止
信
号

・ 出航船は出航可
・ 長さ50m以上（総トン数500トン未満を除く）の船舶は入航禁止

  ただし、港長の指示を受けた船舶は入航可
・ 長さ50m未満または総トン数500トン未満の船舶は入航可

・ 長さ150m（油槽船にあっては総トン数1,000トン）以上の入出航船は、入出航禁止
・ 長さ150m（油槽船にあっては総トン数1,000トン）未満の入出航船は、入出航可

・ 港長の指示船以外入出航禁止

・ 信号はまもなくIの点滅に変わる

Ｉ
の点滅

Ｏ
の点滅

Ｆ
の点滅

Ｘ
の点灯

XＩ
の

交互点滅

XO
の

交互点滅

XF
の

交互点滅

X
の

交互点滅

東京東航路 管制信号の意味

信号所名
十五号地北・十五号地南・中央防・十号地 各信号所

・ 入航船は入航可
・ 長さ50m以上（500トン未満を除く）の船舶は出航禁止

  ただし、港長の指示を受けた船舶は出航可
・ 長さ50m未満または総トン数500トン未満の船舶は出航可

・ 信号はまもなくOの点滅に変わる

・ 信号はまもなくFの点滅に変わる

切

替

予

告

信

号

・ 航路内航行船は、入出航行可
・ 航路外にある全船舶は、航路外で航路内航行船の進路を避けて待機
・ 信号はまもなくXの点灯に変わる

別図8

©JCGA

青海第二信号所
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京浜港東京区の管制信号の種類及び意味京浜港東京区の管制信号の種類及び意味

東京西航路 管制信号の意味 別図9

青海・青海第二・晴海各信号所 大井信号所・羽田船舶信号所
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＊管制船  ・・・・・  総トン数1,000トン以上の船舶（X信号は、全船舶適用）
＊一方通航 ・・・・・ 総トン数1,000トン以上の船舶は、原則として鶴見航路から入航し、川崎航路から出航する

一方通航
  ・・船舶は、航路内（川崎・鶴見航路）において、追い越し禁止
  ・・船舶は、川崎第１区及び横浜第４区内（京浜運河内）において次の場合を除き追い越し禁止

   ・他の船舶が安全に通過させるための動作をとる必要がないとき
 ・他の船舶の進路を安全に避けられるとき

＊通り抜け禁止・・  総トン数500トン以上の船舶は、京浜運河の通り抜け禁止
＊西行禁止  ・・・    総トン数1,000トン以上の船舶は、京浜運河第２区、第３区の境界を超えて西行禁止
＊回転禁止  ・・・    総トン数1,000トン以上の船舶は、06:30～09:00の間、京浜運河内で回転禁止
＊全ての船舶が水路及び航路外で待機

 ・・・ 総トン数15,000トン以上の船舶が鶴見航路北水路及び川崎航路を航行するとき
  鶴見北水路入航時 ・・・ 京浜運河第一区 X 信号   鶴見北水路出航時 ・・・ 鶴見航路北水路 X 信号

     川崎航路入航時     ・・・ 京浜運河第四区 X 信号   川崎航路出航時    ・・・ 川崎航路 X 信号

京浜港川崎区の管制信号の種類及び意味京浜港川崎区の管制信号の種類及び意味

川崎航路・鶴見航路・京浜運河の大型船舶の航行管制

大師信号所

塩浜信号所

水江信号所

池上信号所田辺信号所
鶴見信号所

鶴見第二信号所

川崎信号所

鶴
見
航
路

鶴見
北水路

鶴見
南水路

東扇島

扇 島

大黒町
扇町 水江町

千鳥町

浮島町

大黒埠頭

京浜運河第１区 京浜運河第２区 京浜運河第３区
京浜運河
第４区

I’点滅・・・・入航信号 ： 入航可（川崎・鶴見航路）
O’点滅・・・・出航信号 ： 出航可（川崎・鶴見航路）
T’点滅・・・・西行信号 ： 西行可、枝運河からの出航可（京浜運河第一区～四区）
T 点灯・・・・西行信号 ： 西行可、枝運河への入航可 （京浜運河第一区～四区） 
K’点滅・・・・東行信号 ： 東行可、枝運河からの出航可（京浜運河第一区～四区） 
K 点灯・・・・東行信号 ： 東行可、枝運河への入航可 （京浜運河第一区～四区） 
X’点滅・・・・注意信号 ： 水路・航路・区内の船舶は、航行可

  水路・航路・区外の船舶は、入航禁止
ただし、 I・T・ K の信号をみて入・出航する船舶は、入出航行可
（鶴見北水路、川崎航路、京浜運河第一区・第四区）

X 点灯・・・・禁止信号 ： 港長の指示を受けた船舶以外の船舶は、航行不可
 ただし、 I・T・ Kの信号をみて入・出航する船舶は、入出航行可

 （鶴見北水路、川崎航路、京浜運河第一区・第四区）

管制航路と信号所位置

東京湾海上交通センターとのＶＨＦ無線通信
での連絡の際は、 「とうきょうマーチス かわさき」
を冒頭に冠して通報下さい。

＊追い越し禁止

別図10

©JCGA
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・ 航路内航行船は、航行可
・ 航路外にある長さ50m以上の
船舶は、（総トン数500トン未満

  の船舶を除く）航路外で航路内
  航行船の進路を避けて待機

東京湾海上交通センターとのＶＨＦ無線通信
での連絡の際は、 「とうきょうマーチス よこはま」
を冒頭に冠して通報下さい。

京浜港横浜区の管制信号の種類と意味京浜港横浜区の管制信号の種類と意味

京浜港横浜区の横浜航路（西水路・東水
路）は、港則法に基づき航行管制を行って
います。
これら２つの水路を入出航する場合には、

東京湾海上交通センターと連絡を取り、信
号に従って航行してください。
横浜航路を横切りする船舶は以下に述べ

る管制の対象となりません。
したがって、X（禁止信号）を除き航路

内航行船優先の原則に反しない限り信号に
かかわらず横切ることができますが、極力
F（自由信号）の間に横切ることとしてく
ださい。

管制航路と信号所位置

本牧信号所

大黒信号所

電光文字式

入
航
信
号

出
航
信
号

自
由
信
号

禁
止
信
号

・ 出航船は出航可
・ 長さ50m以上（総トン数500トン未満を除く）の船舶は入航禁止

・ 長さ160m（油送船にあっては総トン数1,000トン）以上の船舶は、
  入出航禁止
・ 上記以外の船舶は、入出航自由

・ 港長の指示船以外入出航禁止

・ 信号はまもなくIの点滅に変わる

Ｉ
の点滅

Ｏ
の点滅

Ｆ
の点滅

Ｘ
の点灯

XＩ
の

交互点滅

XO
の

交互点滅

XF
の

交互点滅

X
の

交互点滅

横浜航路 管制信号の意味
信号所名 大黒信号所・内港信号所・本牧信号所

・ 入航船は入航可
・ 長さ50m以上（総トン数500トン未満を除く）の船舶は出航禁止

・ 信号はまもなくOの点滅に変わる

・ 信号はまもなくFの点滅に変わる

切

替

予

告

信

号

・ 航路内航行船は、航行可
・ 航路外にある全船舶は、航路外で航路内航行船の進路を避けて航路外で待機
・ 信号はまもなくXの点灯に変わる

内港信号所

別図11

©JCGA
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AIS及び国際信号旗等による行き先信号の表示

平成22年7月1日より、港則法及び海上交通安全法の改正に伴い、ＡＩＳ（船舶自動識別装置）の
目的地情報欄の入力方法が定められ、同入力が義務化されました。
ＡＩＳを搭載した船舶の運航者は、この入力方法を理解のうえ、適正な入力に努めてください。

入力方法

〔目的港を示す記号を船舶自動識別装置の目的地情報欄に入力〕（表1）入力方法①の部分

・港則法の適用港に入港することを目的として当該港の港内又は境界付近を航行する船舶（ＡＩＳ
搭載船舶）は、当該港を示す記号をＡＩＳの目的地情報欄に入力します。

・海上交通安全法の航路を航行しようとする船舶（ＡＩＳ搭載船舶）は、仕向港を示す記号をＡＩ
Ｓの目的地情報欄に入力します。

〔必要な時は、目的港の港内・境界付近での進路を示す記号を追加〕（表1）入力方法②の部分

 ・港内又は境界付近で錨泊する場合は、錨泊を示す記号を追加的に入力します。

     （錨泊記号は全港共通 OFF です。）

・一部の特定港の港内を航行する場合は、同港内での進路を示すため、これまでの旗りゅう信号に
よる表示に加え、進路を示す記号を追加的に入力。

〔必要な時は、経由するルートを示す記号を追加〕（表1）入力方式 ③の部分

・経由するルート等について必要な場合には更に追加して入力します。

（表1） 入力方法（IMOが推奨する入力方法）

船舶自動識別装置の目的地情報欄

＞○○ ○○○ ○○／○○○

① ② ③

①仕向港を示す記号（港コード）
②港内の進路を示す記号（港内進路コード）
③その他経由ルート等を示す記号（経由進路コード）

※仕向港が港則法の適用港である場合は、港則法に基づき定める港の記号を入力（港則法の適用港でない
場合は国連ＬＯｺｰﾄﾞを入力）します。

※仕向港の港名が不明な場合には、国連ＬＯコードの代わりに「?? ???」を入力します。

※仕向港が国連ＬＯコードを有しない場合、又は仕向港の国連ＬＯコードが不明な場合には、「 ===」の
後に当該仕向港について一般的に受け入れられている英語名称を入力。そのような英語名称が不明な場
合には、地域で使われている名称を入力します。

※②③が入力の必要がない場合もあります。

>JP YOK OS

【例】京浜港横浜区を目的港とする船舶。横浜区内では瑞穂・新港ふ頭方面の係留施設に向かう船舶。

① ②
②目的港内では第１区の係留施設へ

①目的港が京浜港横浜区

【例】木更津港(JP KZU)を目的港とする船舶。入港前に港の境界付近で錨泊。

>JP KZU OFF

① ②

①目的港が木更津港

②入港前に港の境界付近で錨泊

資料１

１ AISによる行き先信号
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【例】千葉港第4区(JP ANE)を目的港とする船舶。

>JP ANE

①
※千葉港は港コードが３種類あります。
 第4区(JP ANE)、葛南区(JP FNB)、それ以外(JP CHB)

①目的港が千葉港第4区

【例】博多港第２区(JP HKT)を目的港とする船舶で、博多港内では、第２区の係留施設に向かう船舶。
途中、関門港を西口の六連島東方に向かって同港を通過。

>JP HKT E2／WM

① ② ③

①目的港が博多港

②目的港内では第2区の係留施設へ

③途中、関門港を西向きに通過

【例】京浜港（横浜区）を仕向港とする船舶。途中、東京湾内の中ノ瀬海域で錨泊しようとする船舶。

      （港内では第３区のJFEスチール東日本製鉄所岸壁に向かって航行）

>JP YOK K／NNX

① ②

①仕向港が横浜港

②目的港内ではJFEスチール東日本製鉄所の係留施設へ

入力時期

ＡＩＳの目的地情報は、港則法や海上交通安全法の適用のない一般海域においても、他の船舶
に進路を知らせるために大変有効な情報です。

港則法適用港入航直前、海上交通安全法の航路入航直前のＡＩＳの操作が、見張り等の妨げに
ならないよう、できる限り早期に必要な記号を全て入力することができます。

したがって、出港前に、目的港や、航行する航路等が判明している場合には、入力しておくよう、
お願いします。

③途中、東京湾の中ノ瀬海域で錨泊③

AIS目的地は、車でいえば
方向を示すウィンカーのような
ものだよ。
事故の原因にならないように
きちんと入力してね。

©JCGA
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>JP FNB

>JP CHB

>JP ANE

>JP TYO

>JP KWS

>JP YOK

>JP YOS

>JP KZU

【京浜港】

【千葉港】

【木更津港】

【横須賀港】

「浦安」を目的地とする場合
の入力例

===URAYASU
※仕向港が国連ＬＯコードを有しない
場合、又は仕向港の国連ＬＯコードが
不明な場合には、「===」の後に当該
仕向港について一般的に受け入れら
れている英語名称を入力。

ここでは、東京湾のAIS目的地入力を例に概要を説明します。東京湾内は、４つの港則法
適用港（千葉港、京浜港、木更津港、横須賀港）がありますが、京浜港（東京区、川崎区、
横浜区）と千葉港（葛南区、４区、それ以外）は、港コードを港区ごとに設定しているため、
合計８つの港コードが設定されています。

港コードは、＞の記号に続けて、最初に入力をするもので、東京湾外を航行中も他の船舶
に仕向港を知らせる重要な記号です。
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２ 浦賀水道航路、中ノ瀬航路の行き先信号
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３ 東京湾内の「港内進路コード」及び「旗りゅう信号」

東京湾における行き先信号である、AISの「港内進路コード」及び国際信号旗による

「旗りゅう信号」を港ごとに説明します。

（１）千葉港

港の名称 港コード
港則法規則第１１条
に基づく進路信号

対応する

港内進路
コード

入力例

千葉

４区 （姉ヶ崎・袖ヶ浦地区） JP ANE － >JP ANE

葛南区 JP FNB

2代・F・S FS >JP FNB  FS

2代・F・N FN >JP FNB FN

2代・I・E IE >JP FNB  IE

2代・I・W IW >JP FNB  IW

①～④以外の葛南区での進路 XX >JP FNB  XX

１区、２区、３区 JP CHB

2代・D D >JP CHB  D

2代・C C >JP CHB  C

2代・S S >JP CHB  S

⑤～⑦以外の1区～３区内での進路 XX >JP CHB  XX

①

①

②

②

③

③

④

⑦

⑤

⑤

⑥

⑥

別表１

よく見ると、旗りゅう信号の代表旗を
省略した入力の規則になっているね。

JPのあと、港コードと港内進路コードの
間はスペース（空白）を入れてね。

④

⑦

©JCGA ©JCGA
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（２）京浜港（東京区）

別表２

港の名称 港コード
港則法規則第１１条
に基づく進路信号

対応する

港内進路
コード

入力例

京
浜

東京区 JP TYO

2代・L L >JP TYO L

2代・M M >JP TYO M

2代・V V >JP TYO V

2代・H H >JP TYO H

2代・T T >JP TYO T

2代・A A >JP TYO A

2代・S S >JP TYO S

2代・R R >JP TYO R

2代・O O >JP TYO O

2代・C C >JP TYO C

2代・CW CW >JP TYO CW

上記以外の目的港内での進路 XX >JP TYO XX

①

①

②

③

②

③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥

⑦

⑦

⑧

⑧

⑨

⑨

⑩

⑩

⑪

⑪
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（3）京浜港（横浜区、川崎区）

別表３

港の名称 港コード
港則法規則第１１条
に基づく進路信号

対応する
港内進路
コード

入力例

京浜 川崎区 JP KWS

2代・S・U SU >JP KWS SU

2代・T・U TU >JP KWS TU

2代・I・U IU >JP KWS IU

2代・S・G SG >JP KWS SG

2代・D・U DU >JP KWS DU

2代・O・K OK >JP KWS OK

2代・O・T OT >JP KWS OT

2代・M・E ME >JP KWS ME

2代・T・D TD >JP KWS TD

2代・U・S US >JP KWS US

2代・H・O HO >JP KWS HO

2代・O・G OG >JP KWS OG

上記以外の目的港内での進路 XX >JP KWS XX

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

① ② ③

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮ ⑯

⑰
⑱

⑲

⑳

④

① ②
③

⑥
⑦

⑧

⑨

⑳

21

2224

23

24

22
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港の名称 港コード
港則法規則第１１条
に基づく進路信号

対応する
港内進路
コード

入力例

京浜 横浜区 JP YOK

⑬   2代・H・M HM >JP YOK HM

⑭ 2代・Y Y >JP YOK Y

⑮   2代・O・S OS >JP YOK OS

⑯ 2代・D D >JP YOK D

⑰ 2代・D・S DS >JP YOK DS

⑱   2代・D・E DE >JP YOK DE

⑲   2代・D・N DN >JP YOK DN

⑳   2代・S・H SH >JP YOK SH

2代・K K >JP YOK K

 2代・A・Z AZ >JP YOK AZ

   2代・O・N ON >JP YOK ON

 2代・A・U AU >JP YOK AU

①   2代・S・U SU >JP YOK SU

上記以外の目的港内での進路 XX >JP YOK XX

＊ 根岸方面 XX >JP YOK XX NGI

＊ 南本牧方面 XX >JP YOK XX SHN

＊ 本牧方面 XX >JP YOK XX HNN

経由進路
経由進路
コード

入力例

東京湾の中ノ瀬で錨泊しようとする船舶 NNX

>JP YOK K/NNX
京浜港横浜第３区のJFEスチール東日本製鉄所岸
壁に向かって航行する船舶であって、途中、東京
湾内の中ノ瀬海域で錨泊しようとする船舶

４ AISによる行き先信号「東京湾内の経由進路コード」

湾内経由進路コードの前には／（スラッシュ)を入力してね。 例 K／NNK 東京湾内
はこれだけだよ。

根岸・南本牧・本牧方面は、
XX以降の項目が任意の

入力項目だけど、進路が
分かりやすいので、可能な
限り入力してね。

別表４

2１

22

23

24

©JCGA

©JCGA
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Table of Input Codes to AIS

ＡＩＳへの入力コード表

List of Port Codes (in the order of port name)

・ 適用港の港コード一覧表（港名順）

List of Codes showing the courses in port

・ 港内での進路を示すコード一覧表 

List of Codes showing other courses

・経由進路を示すコード一覧表

<Notice>

・Adequate entry of data into AIS leads to improvement in ship safety while 

sailing. Please be sure of to enter the data properly.

・When leaving the port, please enter the data as soon as possible.

<お願い>

・ＡＩＳの適正入力は船舶航行の安全性向上につながります、適切な入力をお願いします。
・出航前等、できる限り、早期の入力をお願いします。

Ref.２
資料２
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

網走
（北海道）

ＡＢＡＳＨＩＲＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＡＢＡ
厚岸

（北海道）
ＡＫＫＥＳＨＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　AＫＥ

油津
（宮崎県）

ＡＢＵＲＡＴＳＵ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＮＩＣ
赤穂

（兵庫県）
ＡＫＯ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　AＫＯ

安下庄
（山口県）

ＡＧＥＮＯＳＹＯ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　AＧＮ
阿久根

（鹿児島県）
ＡＫＵＮＥ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　AＫＮ

相浦
（長崎県）

ＡＩＮＯＵＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　AＩＮ
穴水

（石川県）
ＡＮＡＭＩＺＵ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　AＮＭ

秋穂
（山口県）

ＡＩＯ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　AＩＩ
青方

（長崎県）
ＡＯＫＡＴＡ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　AＯＫ

相生
（兵庫県）

ＡＩＯＩ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　AＩＯ
青森

（青森県）
ＡＯＭＯＲＩ

（ＡＯＭＯＲＩ）
　　 ＪＰ　AＯＭ

合津
（熊本県）

ＡＩＺＵ
（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）

　　 ＪＰ　AＩＺ
青苗

（北海道）
ＡＯＮＡＥ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　AＯＮ

鯵ケ沢
（青森県）

ＡＪＩＧＡＳＡＷＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　AＪＫ
有川

（長崎県）
ＡＲＩＫＡＷＡ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　AＲＫ

味野
（岡山県）

ＡＪＩＮＯ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　AＪＮ
厚狭

（山口県）
ＡＳＡ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　AＳA

網代
（静岡県）

ＡＪＩＲＯ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　AＪＲ
浅川

（徳島県）
ＡＳＡＫＡＷＡ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　AＳＷ

網代
（鳥取県）

ＡＪＩＲＯ
（ＴＯＴＴＯＲＩ）

　　 ＪＰ　AＺＪ
浅茂川

（京都府）
ＡＳＡＭＯＧＡＷＡ

（ＫＹＯＴＯ）
　　 ＪＰ　AＭＧ

赤碕
（鳥取県）

ＡＫＡＳＡＫＩ
（ＴＯＴＴＯＲＩ）

　　 ＪＰ　AＳＫ
芦辺

（長崎県）
ＡＳＨＩＢＥ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　AＳＢ

明石
（兵庫県）

ＡＫＡＳＨＩ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　AＫA
芦屋

（福岡県）
ＡＳＨＩＹＡ

（ＦＵＫＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　AＳＺ

秋田船川
（秋田県）

ＡＫＩＴＡＦＵＮＡGＡＷＡ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　AFG
熱海

（静岡県）
ＡＴＡＭＩ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　AＭＩ

安芸津
（広島県）

ＡＫＩＴＳＵ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　AKT
粟野

（山口県）
ＡＷＡＮＯ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＹＹA

鮎川
（宮城県）

ＡＹＵＫＡＷＡ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　AYU
深浦

（青森県）
ＦＵＫＡＵＲＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　FＫＫ

別府
（大分県）

ＢＥＰＰＵ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＢＰＵ
深浦

（愛媛県）
ＦＵＫＡＵＲＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　FＫＲ

千葉４区
（千葉県）

ＣＨＩＢＡ Ｎｏ．４　Ｄｉｖ．
（ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　AＮＥ
深日

（大阪府）
ＦＵＫＥ

（ＯＳＡＫＡ）
　　 ＪＰ　FＵＥ

千葉(上記を除く)
（千葉県）

ＣＨＩＢＡ
（ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　ＣＨＢ
福江

（愛知県）
ＦＵＫＵＥ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　FＫＥ

千葉 葛南区
（千葉県）

ＣＨＩＢＡ ＫＡＴＳＵＮＡＮ　ａｒｅａ
（ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　FＮＢ
福江

（長崎県）
ＦＵＫＵＥ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　FＫＮ

千代崎
（三重県）

ＣＨＩＹＯＺＡＫＩ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　ＣＹＺ
福井

（福井県）
ＦＵＫＵＩ

（ＦＵＫＵＩ）
　　 ＪＰ　FＫＪ

銚子
（茨城県・千葉県）

ＣＨＯＳＨＩ
（ＩＢＡＲＡＫＩ・ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　ＣＨＯ
福良

（兵庫県）
ＦＵＫＵＲＡ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　FＲＡ

伊達
（北海道）

ＤＡＴＥ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＤＡＴ
福島

（北海道）
ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　FＫＵ

江迎
（長崎県）

ＥＭＵＫＡＥ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＥＭＵ
福島

（宮崎県）
ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　FＭＳ

江名
（福島県）

ＥＮＡ
（ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＥＮＡ
福浦

（石川県）
ＦＵＫＵＵＲＡ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　FＲＪ

えりも
（北海道）

ＥＲＩＭＯ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＥＭＭ
福山

（広島県）
ＦＵＫＵＹＡＭＡ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　FＫＹ

江崎
（山口県）

ＥＳＡＫＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＥＳＫ
福山

（鹿児島県）
ＦＵＫＵＹＡＭＡ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　FＹＭ

江差
（北海道）

ＥＳＡＳＨＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＥＳＩ
船泊

（北海道）
ＦＵＮＡＤＯＭＡＲＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　FＮＤ

枝幸
（北海道）

ＥＳＡＳＨＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＥＳＳ
伏木富山
（富山県）

ＦＵＳＨＩＫＩ（ＴＯＹＡＭＡ）
（ＴＯＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　FＴＸ

恵曇
（島根県）

ＥＴＯＭＯ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＥＴＭ
五ケ所

（三重県）
ＧＯＫＡＳＹＯ

（ＭＩＥ）
　　 ＪＰ　ＧＫＳ

郷ノ浦
（長崎県）

ＧＯＮＯＵＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＧＯＮ
浜名

（静岡県）
ＨＡＭＡＮＡ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＨＭＮ

江津
（島根県）

ＧＯＴＳＵ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＧＯＴ
浜坂

（兵庫県）
ＨＡＭＡＳＡＫＡ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＨＫＪ

郡家
（兵庫県）

ＧＵＮＧＥ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＧＮＧ
羽茂

（新潟県）
ＨＡＭＯＣＨＩ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　ＨＭＣ

郡中
（愛媛県）

ＧＵＮＴＹＵ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＩＹＯ
花咲

（北海道）
ＨＡＮＡＳＡＫＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＨＮＫ

羽幌
（北海道）

ＨＡＢＯＲＯ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＨＢＯ
阪南

（大阪府）
ＨＡＮＮＡＮ
（ＯＳＡＫＡ）

　　 ＪＰ　HＡＮ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

適用港の港コード一覧表（港名順）
Ｌｉｓｔ　ｏｆ　Ｐｏｒｔ　Ｃｏｄｅｓ（ｉｎ　ｔｈｅ　ｏｒｄｅｒ　ｏｆ　ｐｏｒｔ　ｎａｍｅ）

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

土生
（広島県）

ＨＡＢＵ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＨＡＢ
阪神 尼崎西宮芦屋区
（大阪府・兵庫県）

ＨＡＮＳＨＩＮ
ＡＭＡＧＡＳＡＫＩ/ＮＩＳＨＩＮＯＭＩＹＡ/ＡＳＨＩＹＡ

ａｒｅａ   （ＯＳＡＫＡ・ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＡＭＸ

波浮
（東京都）

ＨＡＢＵ
（ＴＯＫＹＯ）

　　 ＪＰ　HＡＵ
阪神 神戸区

（大阪府・兵庫県）

ＨＡＮＳＨＩＮ
ＫＯＢＥ　ａｒｅａ

（ＯＳＡＫＡ・ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＵＫＢ

八戸
（青森県）

ＨＡＣＨＩＮＯＨＥ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　HHE
阪神 大阪区

（大阪府・兵庫県）

ＨＡＮＳＨＩＮ
ＯＳＡＫＡ　ａｒｅａ

（ＯＳＡＫＡ・ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　OSA

萩
（山口県）

ＨＡＧＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　HＡＧ
阪神 堺泉北区

（大阪府・兵庫県）

ＨＡＮＳＨＩＮ
ＳＡＫＡＩＳＥＮＢＯＫＵ　ａｒｅａ

（ＯＳＡＫＡ・ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＳＢＫ

榛原
（静岡県）

ＨＡＩＢＡＲＡ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　HＢＡ
戸田

（静岡県）
ＨＥＤＡ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　HＡＤ

伯方
（愛媛県）

ＨＡＫＡＴＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　HＫＳ
日比

（岡山県）
ＨＩＢＩ

（ＯＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　HＩＢ

博多
（福岡県）

ＨＡＫＡＴＡ
（ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　HＫＴ
日高

（和歌山県）
ＨＩＤＡＫＡ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　HＤＫ

函館
（北海道）

ＨＡＫＯＤＡＴＥ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　HＫＰ
東播磨

（兵庫県）
ＨＩＧＡＳＨＩＨＡＲＩＭＡ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　HHＲ

浜田
（島根県）

ＨＡＭＡＤＡ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　HＭＤ
東幡豆

（愛知県）
ＨＩＧＡＳＨＩＨＡＺＵ

（ＡＩＣＨＩ）
　　 ＪＰ　HＧH

浜島
（三重県）

ＨＡＭＡＪＩＭＡ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　HＪＭ
引田

（香川県）
ＨＩＫＥＴＡ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　HＥＡ

日置
（和歌山県）

ＨＩＫＩ
（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　HＩＫ
常陸那珂
（茨城県）

ＨＩＴＡＣＨＩＮＡＫＡ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　HＩＣ

引本
（三重県）

ＨＩＫＩＭＯＴＯ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　HＭＴ
比田勝

（長崎県）
ＨＩＴＡＫＡＴＳＵ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　HＴＫ

姫戸
（熊本県）

ＨＩＭＥＤＯ
（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）

　　 ＪＰ　HＤＯ
日和佐

（徳島県）
ＨＩＷＡＳＡ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　HＷＳ

姫路
（兵庫県）

ＨＩＭＥＪＩ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　HＩＭ
北条

（愛媛県）
ＨＯＪＯ

（ＥＨＩＭＥ）
　　 ＪＰ　HＪＯ

姫川
（新潟県）

ＨＩＭＥＫＡＷＡ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　HＭＫ
本渡

（熊本県）
ＨＯＮＤＯ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　HＯＤ

氷見
（富山県）

ＨＩＭＩ
（ＴＯＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　HＭＪ
本荘

（秋田県）
ＨＯＮＪＯ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　HＯＮ

日生
（岡山県）

ＨＩＮＡＳＥ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　HＩＮ
本庄

（京都府）
ＨＯＮＪＹＯ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　HＮＪ

平戸
（長崎県）

ＨＩＲＡＤＯ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　HＲＤ
細島

（宮崎県）
ＨＯＳＯＳＨＩＭＡ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　HＳＭ

平潟
（茨城県）

ＨＩＲＡＫＡＴＡ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　HＲＫ
百貫

（熊本県）
ＨＹＡＫＫＡＮ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　HＫＫ

平生
（山口県）

ＨＩＲＡＯ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　HＲＡ
飯田

（石川県）
ＩＩＤＡ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　IＤＡ

平良
(沖縄県）

HＩＲＡＲＡ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　HＲＲ
池田

（香川県）
ＩＫＥＤＡ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　IKA

平沢
（秋田県）

ＨＩＲＡＳＡＷＡ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＨＳＷ
生月

（長崎県）
ＩＫＩＴＳＵＫＩ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　IＫＫ

広島
（広島県）

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＨＩＪ
今治

（愛媛県）
ＩＭＡＢＡＲＩ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　IＭＢ

広田
（岩手県）

ＨＩＲＯＴＡ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　HTA
今福

（長崎県）
ＩＭＡＦＵＫＵ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　IＭＡ

日立
（茨城県）

ＨＩＴＡＣＨＩ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＨＴＣ
今切

（徳島県）
ＩＭＡＧＩＲＩ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　IＧＲ

伊万里
（佐賀県・長崎県）

ＩＭＡＲＩ
（ＳＡＧＡ・ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　IＭI
厳原

（長崎県）
ＩＺＵＨＡＲＡ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　IＺＨ

稲取
（静岡県）

ＩＮＡＴＯＲＩ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　IＮＲ
泉

（愛知県）
ＩＺＵＭＩ

（ＡＩＣＨＩ）
　　 ＪＰ　IＺＭ

伊根
（京都府）

ＩＮＥ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　IＮＥ
香深

（北海道）
ＫＡＦＵＫＡ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　KＢK

伊良湖
（愛知県）

ＩＲＡＧＯ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　IＲＫ
加布里

（福岡県）
ＫＡＦＵＲＩ

（ＦＵＫＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　KＡＦ

石垣
（沖縄県）

ＩＳＨＩＧＡＫＩ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　IＳＧ
加賀

（島根県）
ＫＡＧＡ

（ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　KＪＧ

石狩湾
（北海道）

ＩＳＨＩＫＡＲＩＷＡＮ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　IＳＷ
鹿児島

（鹿児島県）
ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＯＪ

石巻
（宮城県）

ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　ISM
加治木

（鹿児島県）
ＫＡＪＩＫＩ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＪK

一色
（愛知県）

ＩＳＳＩＫＩ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　IＫＪ
蒲江

（大分県）
ＫＡＭＡＥ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　KＭＥ

一湊
（鹿児島県）

ＩＳＳＯ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　KＹＲ
蒲刈

（広島県）
ＫＡＭＡＧＡＲＩ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＧＲ

伊東
（静岡県）

ＩＴＯＨ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　IＴＪ
釜石

（岩手県）
ＫＡＭＡＩＳＨＩ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　KIS

厳島
（広島県）

ＩＴＳＵＫＵＳＨＩＭＡ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　IＴＳ
上川口

（高知県）
ＫＡＭＩＫＡＷＡＧＵＣＨＩ

（ＫＯＣＨＩ）
　　 ＪＰ　KＭＷ

岩船
（新潟県）

ＩＷＡＦＵＮＥ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　IＷＨ
神湊

（東京都）
ＫＡＭＩＮＡＴＯ
（ＴＯＫＹＯ）

　　 ＪＰ　KＭＭ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.

- 48 -



港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

岩国
（山口県）

ＩＷＡＫＵＮＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　IＷＫ
上ノ加江
（高知県）

ＫＡＭＩＮＯＫＡＥ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＭK

岩内
（北海道）

IＷＡＮＡI
（ＨＯＫＫＡIＤＯ）

　　 ＪＰ　IＷＮ
上関

（山口県）
ＫＡＭＩＮＯＳＥＫＩ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　KＯＸ

岩屋
（兵庫県）

ＩＷＡＹＡ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　IＷＹ
加茂

（山形県）
ＫＡＭＯ

（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　KＭＯ

金沢
（石川県）

ＫＡＮＡＺＡＷＡ
（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）

　　 ＪＰ　KＮＺ
勝浦

（和歌山県）
ＫＡＴＳＵＵＲＡ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　KＡＴ

関門 響新港区
（山口県・福岡県）

KANMON HIBIKISINKOU　ａｒｅａ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ・ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＨＢＫ
川之石

（愛媛県）
ＫＡＷＡＮＯＩＳＨＩ

（ＥＨＩＭＥ）
　　 ＪＰ　KＷＩ

関門 新門司区
（山口県・福岡県）

KANMON SHINMOJI　ａｒｅａ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ・ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　SMJ
川内

（青森県）
ＫＡＷＡＵＣＨＩ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　KＡＷ

関門 上記を除く
（山口県・福岡県）

KANMON
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ・ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　KNM
京浜 川崎区

（東京都・神奈川県）
ＫＥＩＨＩＮ ＫＡＷＡＳＡＫＩ　ａｒｅａ

（ＴＯＫＹＯ・ＫＡＮＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　KＷＳ

観音寺
（香川県）

ＫＡＮＯＮＪＩ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　KＪＮ
京浜 東京区

（東京都・神奈川県）
ＫＥＩＨＩＮ ＴＯＫＹＯ　ａｒｅａ
（ＴＯＫＹＯ・ＫＡＮＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＹＯ

甲浦
（高知県）

ＫＡＮＮＯＵＲＡ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＲＡ
京浜 横浜区

（東京・神奈川県）
ＫＥＩＨＩＮ ＹＯＫＯＨＡＭＡ　ａｒｅａ

（ＴＯＫＹＯ・ＫＡＮＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＹＯＫ

唐津
（佐賀県）

ＫＡＲＡＴＳＵ
（ＳＡＧＡ）

　　 ＪＰ　KＡＲ
気仙沼

（宮城県）
ＫＥＳＥＮＮＵＭＡ

（ＭＩＹＡＧＩ）
　　 ＪＰ　KSN

苅田
（福岡県）

ＫＡNDA
（ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　KＮＤ
喜入

（鹿児島県）
ＫＩＩＲＥ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＩＩ

笠岡
（岡山県）

ＫＡＳＡＯＫＡ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　KＳＡ
菊間

（愛媛県）
ＫＩＫＵＭＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　KＩK

鹿島
（茨城県）

ＫＡＳＨＩＭＡ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　KＳＭ
金武中城
（沖縄県）

ＫＩＮＮＡＫＡＧＵＳＵＫＵ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　KＮＸ

柏崎
（新潟県）

ＫＡＳＨＩＷＡＺＡＫＩ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　KＷＺ
木ノ江

（広島県）
ＫＩＮＯＥ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＮＥ

香住
（兵庫県）

ＫＡＳＵＭＩ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　KＸＳ
木本

（三重県）
ＫＩＮＯＭＯＴＯ

（ＭＩＥ）
　　 ＪＰ　KＮＴ

片上
（岡山県）

ＫＡＴＡＫＡＭＩ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　KKＭ
衣浦

（愛知県）
ＫＩＮＵＵＲＡ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＮＵ

勝本
（長崎県）

ＫＡＴＳＵＭＯＴＯ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　KＳＵ
霧多布

（北海道）
ＫＩＲＩＴＡＰＰＵ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　KＲＴ

勝浦
（千葉県）

ＫＡＴＳＵＵＲＡ
（ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　KＵＲ
象潟

（秋田県）
ＫＩＳＡＫＡＴＡ

（ＡＫＩＴＡ）
　　 ＪＰ　KＳＴ

木更津
（千葉県）

ＫＩＳＡＲＡＺＵ
（ＣＨＩＢＡ）

　　 ＪＰ　KＺＵ
特牛

（山口県）
ＫＯＴＴＯＩ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　KＴＯ

岐宿
（長崎県）

ＫＩＳＨＩＫＵ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　KＳＨ
香西

（香川県）
ＫＯＺＡＩ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　KＺＪ

北浦
（秋田県）

ＫＩＴＡＵＲＡ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　KＪＴ
古座西向

（和歌山県）
ＫＯＺＡＮＩＳＨＩＭＵＫＡＩ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　KＯＢ

北浦
（宮崎県）

ＫＩＴＡＵＲＡ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　KＩＴ
口之津

（長崎県）
ＫＵＣＨＩＮＯＴＳＵ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　KＵＣ

高知
（高知県）

ＫＯＣＨＩ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＣＺ
久慈

（岩手県）
ＫＵＪＩ

（ＩＷＡＴＥ）
　　 ＪＰ　KJI

小泊
（青森県）

ＫＯＤＯＭＡＲＩ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　KＯＤ
久賀

（山口県）
ＫＵＫＡ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　KＧＢ

小串
（岡山県）

ＫＯＧＵＳＨＩ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　KＯＧ
熊本

（熊本県）
ＫＵＭＡＭＯＴＯ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　KＭＰ

小串
（山口県）

ＫＯＧＵＳＨＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＧＳ
久美浜

（京都府）
ＫＵＭＩＨＡＭＡ

（ＫＹＯＴＯ）
　　 ＪＰ　KＭＨ

小松
（山口県）

ＫＯＭＡＴＳＵ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　KＭＸ
国東

（大分県）
ＫＵＮＩＳＡＫＩ

（ＯＩＴＡ）
　　 ＪＰ　KＮＳ

米ノ津
（鹿児島県）

ＫＯＭＥＮＯＴＳＵ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　KKＯ
呉

（広島県）
ＫＵＲＥ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＲＥ

小湊
（青森県）

ＫＯＭＩＮＡＴＯ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　KＭＮ
久礼

（高知県）
ＫＵＲＥ

（ＫＯＣＨＩ）
　　 ＪＰ　KＵＥ

古仁屋
（鹿児島県）

ＫＯＮＩＹＡ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　KＮＹ
串木野

（鹿児島県）
ＫＵＳＨＩＫＩＮＯ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　KＳＯ

金浦
（秋田県）

ＫＯＮＯＵＲＡ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　KＮＯ
串本

（和歌山県）
ＫＵＳＨＩＭＯＴＯ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　KＵＪ

鹿屋
（鹿児島県）

ＫＯＮＯＹＡ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　KＹＡ
釧路

（北海道）
ＫＵＳＨＩＲＯ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　KＵＨ

琴浦
（岡山県）

ＫＯＴＯＵＲＡ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＪＫＴ
久手

（島根県）
ＫＵＴＥ

（ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　KＵＴ

沓形
（北海道）

ＫＵＴＳＵＧＡＴＡ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　KＴＧ
松崎

（静岡県）
ＭＡＴＳＵＺＡＫＩ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＭＴＺ

桑名
（三重県）

ＫＵＷＡＮＡ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　KＮＡ
鮴崎

（広島県）
ＭＥＢＡＲＵＺＡＫＩ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＭＢＲ

舞鶴
（京都府）

ＭＡＩＺＵＲＵ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　MＡＩ
三重式見
（長崎県）

ＭＩＥＳＨＩＫＩＭＩ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　MＳＩ

枕崎
（鹿児島県）

ＭＡＫＵＲＡＺＡＫＩ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　MＫＫ
美保関

（島根県）
ＭＩＨＯＮＯＳＥＫＩ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　MＩＨ

真鶴
（神奈川県）

ＭＡＮＡＺＵＲＵ
（ＫＡＮＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　MＮＡ
三池

（福岡県）
ＭＩＩＫＥ

（ＦＵＫＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　MＩＩ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

丸亀
（香川県）

ＭＡＲＵＧＡＭＥ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　MＡＲ
三瓶

（愛媛県）
ＭＩＫＡＭＥ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　MＫM

丸尾
（山口県）

ＭＡＲＵＯ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　MＲＵ
三河

（愛知県）
ＭＩＫＡＷＡ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　MＫＷ

増毛
（北海道）

ＭＡＳＨＩＫＥ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　MＳＫ
水俣

（熊本県）
ＭＩＮＡＭＡＴＡ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　MＩＮ

益田
（島根県）

ＭＡＳＵＤＡ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　MＳＤ
三厩

（青森県）
ＭＩＮＭＡＹＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　MＮＹ

松江
（島根県）

ＭＡＴＳＵＥ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　MＴＥ
三崎

（愛媛県）
ＭＩＳＡＫＩ

（ＥＨＩＭＥ）
　　 ＪＰ　MＳＸ

松前
（北海道）

ＭＡＴＳＵＭＡＥ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　MＴM
三崎

（神奈川県）
ＭＩＳＡＫＩ

（ＫＡＮＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　MＩＫ

松島
（長崎県）

ＭＡＴＳＵＳＨＩＭＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　MＡＴ
三島川之江
（愛媛県）

ＭＩＳＨＩＭＡＫＡＷＡＮＯＥ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　MＫＸ

松浦
（長崎県）

ＭＡＴＳＵＵＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　MＴＳ
三角

（熊本県）
ＭＩＳＵＭＩ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　MＩＳ

松山
（愛媛県）

ＭＡＴＳＵＹＡＭＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　MＹＪ
三隅

（島根県）
ＭＩＳＵＭＩ

（ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　MMＩ

松坂
（三重県）

ＭＡＴＳＵＺＡＫＡ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　MＳＡ
三田尻中関
（山口県）

ＭＩＴＡＪＩＲＩＮＡＫＡＮＯＳＥＫＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　MＮＸ

御手洗
（広島県）

ＭＩＴＡＲＡＩ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　MＴＩ
元町

（東京都）
ＭＯＴＯＭＡＣＨＩ

（ＴＯＫＹＯ）
　　 ＪＰ　MＯＴ

三机
（愛媛県）

ＭＩＴＳＵＫＵＥ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　MＴＫ
牟岐

（徳島県）
ＭＵＧＩ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　MＵＧ

宮古
（岩手県）

ＭＩＹＡＫＯ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　MYK
室蘭

（北海道）
ＭＵＲＯＲＡＮ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　MＵＲ

宮之浦
（鹿児島県）

ＭＩＹＡＮＯＵＲＡ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　MＮＯ
室戸岬

（高知県）
ＭＵＲＯＴＯＭＩＳＡＫＩ

（ＫＯＣＨＩ）
　　 ＪＰ　MＲＪ

宮浦
（愛媛県）

ＭＩＹＡＵＲＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　MＹＵ
室津

（高知県）
ＭＵＲＯＴＳＵ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　MＵＸ

宮崎
（宮崎県）

ＭＩＹＡＺＡＫＩ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＫＭＩ
室津

（山口県）
ＭＵＲＯＴＳＵ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　MＲＴ

宮津
（京都府）

ＭＩＹＡＺＵ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　MＩＹ
室積

（山口県）
ＭＵＲＯＺＵＭＩ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　MＺM

水島
（岡山県）

ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　MＩＺ
むつ小川原
（青森県）

ＭＵＴＳＵＯＧＡＷＡＲＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　MUT

湊
（兵庫県）

ＭＩＮＡＴＯ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　MＮＴ
撫養

（徳島県）
ＭＵＹＡ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　MＹＡ

茂木
（長崎県）

ＭＯＧＩ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　MＯＧ
長浜

（愛媛県）
ＮＡＧＡＨＡＭＡ

（ＥＨＩＭＥ）
　　 ＪＰ　NＧＨ

紋別
（北海道）

ＭＯＮＢＥＴＳＵ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　MＢＥ
長崎

（長崎県）
ＮＡＧＡＳＡＫＩ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　NＭＸ

森
（北海道）

ＭＯＲＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　MＯＲ
長島

（三重県）
ＮＡＧＡＳＨＩＭＡ

（ＭＩＥ）
　　 ＪＰ　NＳＡ

守江
（大分県）

ＭＯＲＩＥ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　MＯＯ
長洲

（熊本県）
ＮＡＧＡＳＵ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　NＧＵ

諸富
（佐賀県）

ＭＯＲＯＤＯＭＩ
（ＳＡＧＡ）

　　 ＪＰ　MＯM
長洲

（大分県）
ＮＡＧＡＳＵ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　NＳＵ

師崎
（愛知県）

ＭＯＲＯＺＡＫＩ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　MＲＺ
名古屋

（愛知県）
ＮＡＧＯＹＡ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　NＧＯ

那覇
（沖縄県）

ＮＡＨＡ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　NＡＨ
鼠ヶ関

（山形県）
ＮＥＺＵＧＡＳＥＫＩ
（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　NＥＺ

奈半利
（高知県）

ＮＡＨＡＲＩ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　NＨＩ
新潟

（新潟県）
ＮＩＩＧＡＴＡ

（ＮＩＩＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　ＫＩＪ

中浜
（京都府）

ＮＡＫＡＨＡＭＡ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　NＫＪ
新居浜

（愛媛県）
ＮＩＩＨＡＭＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＩＨＡ

中甑
（鹿児島県）

ＮＡＫＡＫＯＳＨＩＫＩ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　NＫＫ
新島

（東京都）
ＮＩＩＪＩＭＡ

（ＴＯＫＹＯ）
　　 ＪＰ　NＩＪ

那珂湊
（茨城県）

ＮＡＫＡＭＩＮＡＴＯ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　NＭＴ
仁万

（島根県）
ＮＩＭＡ

（ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　NＩＭ

中之作
（福島県）

ＮＡＫＡＮＯＳＡＫＵ
（ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　NＫＸ
仁尾

（香川県）
ＮＩＯ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　NＩＯ

中津
（福岡県・大分県）

ＮＡＫＡＴＳＵ
（ＦＵＫＵＯＫＡ・ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　NＡＴ
西之表

（鹿児島県）
ＮＩＳＨＩＮＯＯＭＯＴＥ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＩＩＮ

波切
（三重県）

ＮＡＫＩＲＩ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　ＮＫＲ
延岡

（宮崎県）
ＮＯＢＥＯＫＡ

（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＮＯＢ

七尾
（石川県）

ＮＡＮＡＯ
（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＮＮＯ
野原

（京都府）
ＮＯＨＡＲＡ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＮＯＨ

直江津
（新潟県）

ＮＡＯＥＴＳＵ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　ＮＡＯ
野辺地

（青森県）
ＮＯＨＥＪＩ

（ＡＯＭＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＮＨＪ

直島
（香川県）

ＮＡＯＳＨＩＭＡ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＮＡＳ
野間池

（鹿児島県）
ＮＯＭＡＩＫＥ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＮＭＫ

奈良尾
（長崎県）

ＮＡＲＡＯ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＮＲＯ
能代

（秋田県）
ＮＯＳＨＩＲＯ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＮＳＲ

奈留島
（長崎県）

ＮＡＲＵＳＨＩＭＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＮＲＳ
能生

（新潟県）
ＮＯＵ

（ＮＩＩＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　ＮＯＵ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

名瀬
（鹿児島県）

ＮＡＺＥ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＮＡＺ
沼津

（静岡県）
ＮＵＭＡＺＵ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＮＵＭ

根室
（北海道）

ＮＥＭＵＲＯ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＮＥＭ
壬生川

（愛媛県）
ＮＹＵＧＡＷＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＮＷＡ

大洗
（茨城県）

ＯＡＲＡＩ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＡＲ
大久保

（東京都）
ＯＫＵＢＯ

（ＴＯＫＹＯ）
　　 ＪＰ　ＯＫＢ

小浜
（福井県）

ＯＢＡＭＡ
（ＦＵＫＵＩ）

　　 ＪＰ　ＯＢＭ
大間

（青森県）
ＯＭＡ

（ＡＯＭＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＯＡＸ

小浜
（長崎県）

ＯＢＡＭＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＢＢ
御前崎

（静岡県）
ＯＭＡＥＺＡＫＩ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＯＭＺ

大泊
（鹿児島県）

ＯＤＯＭＡＲＩ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＯＤＭ
大湊

（青森県）
ＯＭＩＮＡＴＯ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　ＯＭＴ

大船渡
（岩手県）

ＯＦＵＮＡＴＯ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　ＯFT
大村

（長崎県）
ＯＭＵＲＡ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＯＭＪ

小木
（石川県）

ＯＧＩ
（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＯＩＩ
大牟田

（福岡県）
ＯＭＵＴＡ

（ＦＵＫＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＯＭＵ

小木
（新潟県）

ＯＧＩ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　ＯＧＩ
女川

（宮城県）
ＯＮＡＧＡＷＡ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　ＯNG

荻浜
（宮城県）

ＯＧＩＮＯＨＡＭＡ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　ＯGH
小名浜

（福島県）
ＯＮＡＨＡＭＡ

（ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＯＮＡ

大畑
（青森県）

ＯＨＡＴＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　ＯＨＴ
大根占

（鹿児島県）
ＯＮＥＪＩＭＥ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＯＮＥ

大井川
（静岡県）

ＯＩＧＡＷＡ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＯＩＧ
鬼池

（熊本県）
ＯＮＩＩＫＥ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　ＯＮＪ

大分
（大分県）

ＯＩＴＡ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＯＩＰ
大西

（広島県）
ＯＮＩＳＨＩ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＯＮＳ

小値賀
（長崎県）

ＯＪＩＫＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＪＩ
鬼脇

（北海道）
ＯＮＩＷＡＫＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＯＮＷ

岡田
（東京都）

ＯＫＡＤＡ
（ＴＯＫＹＯ）

　　 ＪＰ　ＯＡＡ
小野田

（山口県）
ＯＮＯＤＡ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＯＮＤ

岡村
（愛媛県）

ＯＫＡＭＵＲＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＯＭＲ
尾道糸崎
（広島県）

ＯＮＯＭＩＣＨＩＩＴＯＳＡＫＩ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＯＮＸ

岡山
（岡山県）

ＯＫＡＹＡＭＡ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＯＫＰ
鴛泊

（北海道）
ＯＳＨＩＤＯＭＡＲＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＯＳＤ

大島
（福岡県）

ＯＳＨＩＭＡ
（ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＯＳＳ
相良

（静岡県）
ＳＡＧＡＲＡ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＳＧＲ

大島
（長崎県）

ＯＳＨＩＭＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＳＭ
佐木

（広島県）
ＳＡＧＩ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＧＪ

大竹
（広島県）

ＯＴＡＫＥ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＯＴＫ
佐井

（青森県）
ＳＡＩ

（ＡＯＭＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＳＪＡ

小樽
（北海道）

ＯＴＡＲＵ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＯＴＲ
西大寺

（岡山県）
ＳＡＩＤＡＩＪＩ

（ＯＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＤＺ

大津
（茨城県）

ＯＴＳＵ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＳＪ
西郷

（島根県）
ＳＡＩＧＯ

（ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　ＳＡＩ

大槌
（岩手県）

ＯＴＳＵＣＨＩ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　OTJ
西条

（愛媛県）
ＳＡＩＪＯ

（ＥＨＩＭＥ）
　　 ＪＰ　ＳＡＪ

雄武
（北海道）

ＯＭＵ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＯＵＭ
境

（鳥取県・島根県）
ＳＡＫＡＩ

（ＴＯＴＴＯＲＩ・ＳＨＩＭＡＮＥ）
　　 ＪＰ　ＳＭＮ

会瀬
（茨城県）

ＯＵＳＥ
（ＩＢＡＲＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＯＵＳ
坂出

（香川県）
ＳＡＫＡＩＤＥ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＳＫＤ

尾鷲
（三重県）

ＯＷＡＳＥ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　ＯＷＡ
酒田

（山形県）
ＳＡＫＡＴＡ

（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　ＳＫＴ

羅臼
（北海道）

ＲＡＵＳＵ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＲＡＵ
坂手

（香川県）
ＳＡＫＡＴＥ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＳＡＴ

留萌
（北海道）

ＲＵＭＯＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＲＭＩ
崎戸

（長崎県）
ＳＡＫＩＴＯ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＳＴＯ

両津
（新潟県）

ＲＹＯＴＳＵ
（ＮＩＩＧＡＴＡ）

　　 ＪＰ　ＲＹＯ
様似

（北海道）
ＳＡＭＡＮＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＳＡＭ

佐伯
（大分県）

ＳＡＥＫＩ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＳＡＥ
三本松

（香川県）
ＳＡＮＢＯＮＭＡＴＳＵ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＳＡＮ

佐賀
（高知県）

（ＳＡＧＡ）
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＳＧＡ
寒川

（愛媛県）
ＳＡＮＧＡＷＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＳＡＷ

佐賀関
（大分県）

ＳＡＧＡＮＯＳＥＫＩ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＳＡＧ
佐世保

（長崎県）
ＳＡＳＥＢＯ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＳＳＢ

佐敷
（熊本県）

ＳＡＳＨＩＫＩ
（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＳＳＩ
島間

（鹿児島県）
ＳＨＩＭＡＭＡ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＩＭ

佐須奈
（長崎県）

ＳＡＳＵＮＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＳＳＮ
清水

（高知県）
ＳＨＩＭＩＺＵ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＴＳＺ

川内
（鹿児島県）

ＳＥＮＤＡＩ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＳＥＮ
清水

（静岡県）
ＳＨＩＭＩＺＵ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＳＭＺ

仙台塩釜
（宮城県）

ＳＥＮＤＡＩＳＨＩＯＧＡＭＡ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　ＳGM
下田

（高知県）
ＳＨＩＭＯＤＡ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＳＭＯ

泉州
（大阪府）

ＳＥＮＳＹＵ
（ＯＳＡＫＡ）

　　 ＪＰ　ＳＳＵ
下田

（静岡県）
ＳＨＩＭＯＤＡ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＳＭＤ

仙崎
（山口県）

ＳＥＮＺＡＫＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＳＺＫ
下津井

（岡山県）
ＳＨＩＭＯＴＳＵＩ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＳＴＩ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

瀬棚
（北海道）

ＳＥＴＡＮＡ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＳＴＮ
新宮

（和歌山県）
ＳＨＩＮＧＵ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＨＮ

瀬戸
（長崎県）

ＳＥＴＯ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＳＥＴ
篠島

（愛知県）
ＳＨＩＮＯＪＩＭＡ

（ＡＩＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＳＮＪ

瀬戸田
（広島県）

ＳＥＴＯＤＡ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＳＴＤ
白浜

（千葉県）
ＳＨＩＲＡＨＡＭＡ

（ＣＨＩＢＡ）
　　 ＪＰ　ＳＲＸ

柴山
（兵庫県）

ＳＨＩＢＡＹＡＭＡ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＳＢＹ
尻屋岬

（青森県）
ＳＨＩＲＩＹＡＺＡＫＩ

（ＡＯＭＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＳＹＺ

志布志
（鹿児島県）

ＳＨＩＢＵＳＨＩ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＳＢＳ
宍喰

（徳島県）
ＳＨＩＳＨＩＫＵＩ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＩＳ

七類
（島根県）

ＳＨＩＣＨＩＲＵＩ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＳＣＲ
志津川

（宮城県）
ＳＨＩＺＵＧＡＷＡ

（ＭＩＹＡＧＩ）
　　 ＪＰ　SZG

志度
（香川県）

ＳＨＩＤＯ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＳＩＤ
静浦

（静岡県）
ＳＨＩＺＵＵＲＡ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＳＺＵ

重井
（広島県）

ＳＨＩＧＥＩ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＳＩＧ
相馬

（福島県）
ＳＯＭＡ

（ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＳＭＡ

島原
（長崎県）

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＳＭＢ
宿毛湾

（高知県）
ＳＵＫＵＭＯＷＡＮ

（ＫＯＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＳＵＫ

住ノ江
（佐賀県）

ＳＵＭＩＮＯＥ
（ＳＡＧＡ）

　　 ＪＰ　ＳＵＭ
高田

（大分県）
ＴＡＫＡＤＡ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＴＫＤ

洲本
（兵庫県）

ＳＵＭＯＴＯ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＳＵＨ
高松

（香川県）
ＴＡＫＡＭＡＴＳＵ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＡＰ

須佐
（山口県）

ＳＵＳＡ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＳＵＳ
竹田津

（大分県）
ＴＡＫＥＤＡＴＳＵ

（ＯＩＴＡ）
　　 ＪＰ　ＴＤＪ

須崎
（高知県）

ＳＵＳＡＫＩ
（ＫＯＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＳＵＺ
竹原

（広島県）
ＴＡＫＥＨＡＲＡ

（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＴＨＲ

寿都
（北海道）

ＳＵＴＴＳＵ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＳＴＵ
滝

（石川県）
ＴＡＫＩ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＴＫＩ

田平
（長崎県）

ＴＡＢＩＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＴＢＲ
詫間

（香川県）
ＴＡＫＵＭＡ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＴＫＭ

橘
（徳島県）

ＴＡＣＨＩＢＡＮＡ
（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＴＢＮ
玉之浦

（長崎県）
ＴＡＭＡＮＯＵＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＴＭＮ

忠海
（広島県）

ＴＡＤＡＮＯＵＭＩ
（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＴＤＮ
田辺

（和歌山県）
ＴＡＮＡＢＥ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＴＡＥ

多度津
（香川県）

ＴＡＤＯＴＳＵ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＡＤ
垂水

（鹿児島県）
ＴＡＲＵＭＩＺＵ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＴＭＺ

田子の浦
（静岡県）

ＴＡＧＯＮＯＵＲＡ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＴＧＯ
館山

（千葉県）
ＴＡＴＥＹＡＭＡ

（ＣＨＩＢＡ）
　　 ＪＰ　ＴＴＹ

田井
（京都府）

ＴＡＩ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＴＡＺ
手石

（静岡県）
ＴＥＩＳＨＩ

（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＴＩＳ

平館
（青森県）

ＴＡＩＲＡＤＡＴＥ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　ＴＤＴ
寺泊

（新潟県）
ＴＥＲＡＤＯＭＡＲＩ

（ＮＩＩＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　ＴＲＤ

大社
（島根県）

ＴＡＩＳＹＡ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＴＩＡ
天塩

（北海道）
ＴＥＳＨＩＯ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＴＳＯ

間人
（京都府）

ＴＡＩＺＡ
（ＫＹＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＴＺＡ
手打

（鹿児島県）
ＴＥＵＣＨＩ

（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＴＥＵ

田後
（鳥取県）

ＴＡＪＩＲＩ
（ＴＯＴＴＯＲＩ）

　　 ＪＰ　ＴＪＲ
天売

（北海道）
ＴＥＵＲＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＴＥＲ

鳥羽
（三重県）

ＴＯＢＡ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　ＴＯＢ
富島

（兵庫県）
ＴＯＳＨＩＭＡ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＴＪＯ

戸賀
（秋田県）

ＴＯＧＡ
（ＡＫＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＴＯＪ
土々呂

（宮崎県）
ＴＯＴＯＲＯ

（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＴＯＴ

土肥
（静岡県）

ＴＯＩ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＴＯＩ
鳥取

（鳥取県）
ＴＯＴＴＯＲＩ

（ＴＯＴＴＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＴＴＪ

十勝
（北海道）

ＴＯＫＡＣＨＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＴＯＫ
豊浜

（愛知県）
ＴＯＹＯＨＡＭＡ

（ＡＩＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＴＹＪ

常滑
（愛知県）

ＴＯＫＯＮＡＭＥ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＴＸＮ
豊浜

（香川県）
ＴＯＹＯＨＡＭＡ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＹＨ

渡久地
（沖縄県）

ＴＯＫＵＣＨＩ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＣＣ
津

（三重県）
ＴＳＵ

（ＭＩＥ）
　　 ＪＰ　ＴＳＵ

徳島小松島
（徳島県）

ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ
ＫＯＭＡＴＳＵＪＩＭＡ
（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＴＫＸ
津田

（香川県）
ＴＳＵＤＡ

（ＫＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＴＵＤ

徳山下松
（山口県）

ＴＯＫＵＹＡＭＡ
ＫＵＤＡＭＡＴＳＵ

（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＴＸＤ

津居山
（兵庫県）

ＴＳＵＩＹＡＭＡ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＴＹＮ

苫小牧
（北海道）

ＴＯＭＡＫＯＭＡＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＴＭＫ
津久見

（大分県）
ＴＳＵＫＵＭＩ

（ＯＩＴＡ）
　　 ＪＰ　ＴＭＩ

苫前
（北海道）

ＴＯＭＡＭＡＥ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＴＪＪ
津名

（兵庫県）
ＴＳＵＮＡ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＴＮＡ

富江
（長崎県）

ＴＯＭＩＥ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＴＭＥ
角島

（山口県）
ＴＳＵＮＯＳＨＩＭＡ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＴＮＳ

富岡
（熊本県）

ＴＯＭＩＯＫＡ
（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＴＭＯ
敦賀

（福井県）
ＴＳＵＲＵＧＡ
（ＦＵＫＵＩ）

　　 ＪＰ　ＴＲＧ

富岡
（徳島県）

ＴＯＭＩＯＫＡ
（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＴＯＭ
鶴海

（岡山県）
ＴＳＵＲＵＭＩ

（ＯＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＴＲＵ

土庄
（香川県）

ＴＯＮＯＳＹＯ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＴＮＯ
都志

（兵庫県）
ＴＳＵＳＨＩ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＴＳＨ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港名
（都道府県名）

ＰＯＲＴ
（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）

コード／CODE
港名

（都道府県名）
ＰＯＲＴ

（ＤＩＳＴＲＩＣＴ）
コード／CODE

外浦
（宮崎県）

ＴＯＮＯＵＲＡ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＴＯＮ
豆酘

（長崎県）
ＴＳＵＴＳＵ

（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）
　　 ＪＰ　ＴＳＴ

津吉
（長崎県）

ＴＳＵＹＯＳＨＩ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＴＹＰ
浦河

（北海道）
ＵＲＡＫＡＷＡ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＵＲＫ

宇部
（山口県）

ＵＢＥ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＵＢＪ
宇佐

（高知県）
ＵＳＡ

（ＫＯＣＨＩ）
　　 ＪＰ　ＵＳＡ

内海
（香川県）

ＵＣＨＩＮＯＭＩ
（ＫＡＧＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＵＣＮ
牛深

（熊本県）
ＵＳＨＩＢＵＫＡ

（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）
　　 ＪＰ　ＵＢＫ

内之浦
（鹿児島県）

ＵＣＨＩＮＯＵＲＡ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＵＲ
牛窓

（岡山県）
ＵＳＨＩＭＡＤＯ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＳＨ

内海
（宮崎県）

ＵＣＨＩＵＭＩ
（ＭＩＹＡＺＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＵＣＨ
宇出津

（石川県）
ＵＳＨＩＴＳＵ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＵＳＴ

内浦
（福井県）

ＵＣＨＩＵＲＡ
（ＦＵＫＵＩ）

　　 ＪＰ　ＵＣＵ
臼尻

（北海道）
ＵＳＵＪＩＲＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＵＳＪ

宇久須
（静岡県）

ＵＧＵＳＵ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＵＧＵ
臼杵

（大分県）
ＵＳＵＫＩ
（ＯＩＴＡ）

　　 ＪＰ　ＵＳＫ

宇治山田
（三重県）

ＵＪＩＹＡＭＡＤＡ
（ＭＩＥ）

　　 ＪＰ　UJY
臼浦

（長崎県）
ＵＳＵＮＯＵＲＡ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＵＳＵ

宇久井
（和歌山県）

ＵＫＵＩ
（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＫＩ
内海

（愛知県）
ＵＴＳＵＭＩ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＵＴＭ

宇野
（岡山県）

ＵＮＯ
（ＯＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＮＯ
宇和島

（愛媛県）
ＵＷＡＪＩＭＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＵＷＡ

宇島
（福岡県）

ＵＮＯＳＨＩＭＡ
（ＦＵＫＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＵＮＳ
和田

（福井県）
ＷＡＤＡ

（ＦＵＫＵＩ）
　　 ＪＰ　ＷＤＡ

運天
（沖縄県）

ＵＮＴＥＮ
（ＯＫＩＮＡＷＡ）

　　 ＪＰ　ＵＮＴ
輪島

（石川県）
ＷＡＪＩＭＡ

（ＩＳＨＩＫＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＷＪＭ

魚津
（富山県）

ＵＯＺＵ
（ＴＯＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＯＺ
和歌山下津
（和歌山県）

ＷＡＫＡＹＡＭＡＳＨＩＭＯＴＳＵ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　WAK

浦神
（和歌山県）

ＵＲＡＧＡＭＩ
（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）

　　 ＪＰ　ＵＲＭ
若津

（福岡県）
ＷＡＫＡTSU

（ＦＵＫＵＯＫＡ）
　　 ＪＰ　ＷＫＴ

浦郷
（島根県）

ＵＲＡＧＯ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＵＡＯ
脇岬

（長崎県）
ＷＡＫＩＭＩＳＡＫＩ
（ＮＡＧＡＳＡＫＩ）

　　 ＪＰ　ＷＫＩ

脇野沢
（青森県）

ＷＡＫＩＮＯＳＡＷＡ
（ＡＯＭＯＲＩ）

　　 ＪＰ　ＷＫＷ
呼子

（佐賀県）
ＹＯＢＵＫＯ
（ＳＡＧＡ）

　　 ＪＰ　ＹＢＫ

稚内
（北海道）

ＷＡＫＫＡＮＡＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＷＫＪ
余市

（北海道）
ＹＯＩＣＨＩ

（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）
　　 ＪＰ　ＹＩＣ

渡波
（宮城県）

ＷＡＴＡＮＯＨＡ
（ＭＩＹＡＧＩ）

　　 ＪＰ　WAT
四日市

（三重県）
ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ

（ＭＩＥ）
　　 ＪＰ　ＹＫＫ

八重根
（東京都）

ＹＡＥＮＥ
（ＴＯＫＹＯ）

　　 ＪＰ　ＹＮＥ
横須賀

（神奈川県）
ＹＯＫＯＳＵＫＡ

（ＫＡＮＡＧＡＷＡ）
　　 ＪＰ　ＹＯＳ

八木
（兵庫県）

ＹＡＧＩ
（ＨＹＯＧＯ）

　　 ＪＰ　ＹＡＧ
米子

（鳥取県）
ＹＯＮＡＧＯ

（ＴＯＴＴＯＲＩ）
　　 ＪＰ　ＹＮＧ

八木
（岩手県）

ＹＡＧＩ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　YGI
吉田

（愛知県）
ＹＯＳＨＩＤＡ
（ＡＩＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＹＤＡ

焼尻
（北海道）

ＹＡＧＩＳＨＩＲＩ
（ＨＯＫＫＡＩＤＯ）

　　 ＪＰ　ＹＧＲ
吉田

（愛媛県）
ＹＯＳＨＩＤＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＹＳＤ

焼津
（静岡県）

ＹＡＩＺＵ
（ＳＨＩＺＵＯＫＡ）

　　 ＪＰ　ＹＺＵ
吉海

（愛媛県）
ＹＯＳＨＩＵＭＩ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＹＨＩ

山田
（岩手県）

ＹＡＭＡＤＡ
（ＩＷＡＴＥ）

　　 ＪＰ　YAD
四倉

（福島県）
ＹＯＴＳＵＫＵＲＡ

（ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＹＯＴ

山川
（鹿児島県）

ＹＡＭＡＧＡＷＡ
（ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ）

　　 ＪＰ　ＹＡＭ
湯浅広

（和歌山県）
ＹＵＡＳＡＨＩＲＯ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＹＳＨ

山口
（山口県）

ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＹＭＧ
由岐

（徳島県）
ＹＵＫＩ

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）
　　 ＪＰ　ＹＵＫ

柳井
（山口県）

ＹＡＮＡＩ
（ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ）

　　 ＪＰ　ＹＡＮ
由良

（兵庫県）
ＹＵＲＡ

（ＨＹＯＧＯ）
　　 ＪＰ　ＹＲＡ

安来
（島根県）

ＹＡＳＵＧＩ
（ＳＨＩＭＡＮＥ）

　　 ＪＰ　ＹＳＧ
由良

（和歌山県）
ＹＵＲＡ

（ＷＡＫＡＹＡＭＡ）
　　 ＪＰ　ＹＵＲ

八代
（熊本県）

ＹＡＴＳＵＳＨＩＲＯ
（ＫＵＭＡＭＯＴＯ）

　　 ＪＰ　ＹＡＴ
由良

（山形県）
ＹＵＲＡ

（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）
　　 ＪＰ　ＹＵＪ

八幡浜
（愛媛県）

ＹＡＷＡＴＡＨＡＭＡ
（ＥＨＩＭＥ）

　　 ＪＰ　ＹＷＨ

入力時：コード入力前に「＞」を入力してください。
　「＞」が入力できない場合は「ＴO」と入力してください。

At the time of entry : Enter 「＞」 before proceeding to entry.
In case of can NOT enter 「＞」 , enter 「TO」 to make up it.
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港内での進路を示すコード一覧表／Ｌｉｓｔ　ｏｆ　Ｃｏｄｅｓ　ｓｈｏｗｉｎｇ　ｔｈｅ　ｃｏｕｒｓｅ　ｉｎ　ｐｏｒｔ．

コード
ＣＯＤＥ

規則第１１条に基づく進路信号
Ｃｏｕｒｓｅ　Sｉｇｎａｌ　ｏｆ　Iｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

　Sｉｇｎａｌ　Fｒａｇｓ

港内進路コード
Ｉｎ－ｐｏｒｔ

Cｏｕｒｓｅ　Ｃｏｄｅ

入力例
Ｅｘａｍｐｌｅ

コード
ＣＯＤＥ

規則第１１条に基づく進路信号
Ｃｏｕｒｓｅ　Sｉｇｎａｌ　ｏｆ　Iｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

　Sｉｇｎａｌ　Fｒａｇｓ

港内進路コード
Ｉｎ－ｐｏｒｔ

Cｏｕｒｓｅ　Ｃｏｄｅ

入力例
Ｅｘａｍｐｌｅ

１代(１st Sub.)・E － －

１代(１st Sub.)・W － －

２代(２nd Sub.)・S・U SU ＞JP KWS SU

２代(２nd Sub.)・T・U TU ＞JP KWS TU

２代(２nd Sub.)・１ １ ＞JP KUH １ ２代(２nd Sub.)・I・U IU ＞JP KWS IU

２代(２nd Sub.)・２ ２ ＞JP KUH ２ ２代(２nd Sub.)・S・G SG ＞JP KWS SG

２代(２nd Sub.)・３ ３ ＞JP KUH ３ ２代(２nd Sub.)・D・U DU ＞JP KWS DU

２代(２nd Sub.)・４ ４ ＞JP KUH ４ ２代(２nd Sub.)・O・K OK ＞JP KWS OK

２代(２nd Sub.)・５ ５ ＞JP KUH ５ ２代(２nd Sub.)・O・T OT ＞JP KWS OT

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP KUH XX ２代(２nd Sub.)・M・E ME ＞JP KWS ME

２代(２nd Sub.)・C C ＞JP TMK C ２代(２nd Sub.)・T・D TD ＞JP KWS TD

２代(２nd Sub.)・N N ＞JP TMK N ２代(２nd Sub.)・U・S US ＞JP KWS US

２代(２nd Sub.)・E E ＞JP TMK E ２代(２nd Sub.)・H・O HO ＞JP KWS HO

２代(２nd Sub.)・S S ＞JP TMK S ２代(２nd Sub.)・O・G OG ＞JP KWS OG

２代(２nd Sub.)・２・E ２E ＞JP TMK ２E
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP KWS XX

２代(２nd Sub.)・２・W ２W ＞JP TMK ２W １代(１st Sub.)・E － －

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP TMK XX １代(１st Sub.)・W － －

２代(２nd Sub.)・１ １ ＞JP HKP １ ２代(２nd Sub.)・H・M HM ＞JP YOK HM

２代(２nd Sub.)・２ ２ ＞JP HKP ２ ２代(２nd Sub.)・Y Y ＞JP YOK Y

２代(２nd Sub.)・３ ３ ＞JP HKP ３ ２代(２nd Sub.)・O・S OS ＞JP YOK OS

２代(２nd Sub.)・４ ４ ＞JP HKP ４ ２代(２nd Sub.)・D D ＞JP YOK D

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP HKP XX ２代(２nd Sub.)・D・S DS ＞JP YOK DS

２代(２nd Sub.)・N N ＞JP AFG N ２代(２nd Sub.)・D・E DE ＞JP YOK DE

２代(２nd Sub.)・E E ＞JP AFG E ２代(２nd Sub.)・D・N DN ＞JP YOK DN

２代(２nd Sub.)・E・N EN ＞JP AFG EN ２代(２nd Sub.)・S・H SH ＞JP YOK SH

２代(２nd Sub.)・E・C EC ＞JP AFG EC ２代(２nd Sub.)・K K ＞JP YOK K

２代(２nd Sub.)・E・S ES ＞JP AFG ES ２代(２nd Sub.)・A・Z AZ ＞JP YOK AZ

２代(２nd Sub.)・W W ＞JP AFG W ２代(２nd Sub.)・O・N ON ＞JP YOK ON

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP AFG XX ２代(２nd Sub.)・A・U AU ＞JP YOK AU

２代(２nd Sub.)・O O ＞JP KSM O ２代(２nd Sub.)・S・U SU ＞JP YOK SU

２代(２nd Sub.)・C・N CN ＞JP KSM CN
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP YOK XX

２代(２nd Sub.)・C・S CS ＞JP KSM CS ２代(２nd Sub.)・W W ＞JP KIJ W

２代(２nd Sub.)・S・E SE ＞JP KSM SE ２代(２nd Sub.)・W・B WB ＞JP KIJ WB

２代(２nd Sub.)・S・W SW ＞JP KSM SW ２代(２nd Sub.)・W・D WD ＞JP KIJ WD

２代(２nd Sub.)・N・W NW ＞JP KSM NW ２代(２nd Sub.)・W・T WT ＞JP KIJ WT

２代(２nd Sub.)・N・E NE ＞JP KSM NE ２代(２nd Sub.)・W・R WR ＞JP KIJ WR

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP KSM XX ２代(２nd Sub.)・E E ＞JP KIJ E

４区 （姉ヶ崎・袖ヶ浦地区）
Ｎｏ．４　Ｄｉｖ．（ＡＮＥＧＡＳＡ-

ＫＩ・SODEGAURA）
JP ANE ＞JP ANE ２代(２nd Sub.)・E・W EW ＞JP KIJ EW

２代(２nd Sub.)・F・S FS ＞JP FNB FS
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP KIJ XX

２代(２nd Sub.)・F・N FN ＞JP FNB FN １代(１st Sub.)・１ － －

２代(２nd Sub.)・I・W IW ＞JP FNB IW １代(１st Sub.)・U － －

２代(２nd Sub.)・I・E IE ＞JP FNB IE １代(１st Sub.)・２ － －

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP FNB XX ２代(２nd Sub.)・M・Y MY ＞JP YKK MY

２代(２nd Sub.)・D Ｄ ＞JP CHB Ｄ ２代(２nd Sub.)・I・S IS ＞JP YKK IS

２代(２nd Sub.)・C Ｃ ＞JP CHB Ｃ ２代(２nd Sub.)・D・M DM ＞JP YKK DM

２代(２nd Sub.)・S Ｓ ＞JP CHB Ｓ ２代(２nd Sub.)・C・E CE ＞JP YKK CE

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP CHB XX ２代(２nd Sub.)・C・W CW ＞JP YKK CW

２代(２nd Sub.)・L L ＞JP TYO L ２代(２nd Sub.)・T T ＞JP YKK T

２代(２nd Sub.)・M M ＞JP TYO M ２代(２nd Sub.)・U U ＞JP YKK U

２代(２nd Sub.)・V V ＞JP TYO V ２代(２nd Sub.)・K・W KW ＞JP YKK KW

２代(２nd Sub.)・H H ＞JP TYO H ２代(２nd Sub.)・K・S KS ＞JP YKK KS

２代(２nd Sub.)・T T ＞JP TYO T ２代(２nd Sub.)・K・E KE ＞JP YKK KE

２代(２nd Sub.)・A A ＞JP TYO A ２代(２nd Sub.)・S・N SN ＞JP YKK SN

２代(２nd Sub.)・S S ＞JP TYO S ２代(２nd Sub.)・S・W SW ＞JP YKK SW

２代(２nd Sub.)・R R ＞JP TYO R ２代(２nd Sub.)・F F ＞JP YKK F

２代(２nd Sub.)・O O ＞JP TYO O ２代(２nd Sub.)・A A ＞JP YKK A

２代(２nd Sub.)・C C ＞JP TYO C ２代(２nd Sub.)・E E ＞JP YKK E

２代(２nd Sub.)・CW CW ＞JP TYO CW ２代(２nd Sub.)・W W ＞JP YKK W

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP TYO XX

上記以外の目的港内での進路
Purposes other than stated above

course in the port
XX ＞JP YKK XX

港の名称
Ｐｏｒｔ

港の名称
Ｐｏｒｔ

京浜／
KEIHIN

川崎区
／ＫＡＷＡＳＡＫＩ

JP KWS

横浜区
／ＹＯＫＯＨＡＭＡ

JP YOK

新潟／ＮＩＩＧＡＴＡ JP KIJ

鹿島／ＫＡＳＨＩＭＡ JP KSM

千葉／
ＣＨＩＢＡ

－

葛南区
／ＫＡＴＵＮＡＮ

JP FNB

１区、２区、３区
／Ｎｏ．１,２,３　Ｄｉｖ．

JP CHB

苫小牧／ＴＯＭＡＫＯＭＡＩ JP TMK

函館／ＨＡＫＯＤＡＴＥ JP HKP

秋田船川
／ＡＫＩＴＡＦＵＮＡＫＡＷＡ

JP AFG

目的港の港内又は境界付近
で錨泊しようとする場合

For the case that the ship is
going to anchor in the

destination port of in the
vicinity of the boundary.

－ － OFF ＞JP YOK OFF

釧路／ＫＵＳＨＩＲＯ JP KUH

四日市／ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ JP YKK

京浜／
KEIHIN

東京区／ＴＯＫＹＯ JP TYO
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コード
ＣＯＤＥ

規則第１１条に基づく進路信号
Ｃｏｕｒｓｅ　Sｉｇｎａｌ　ｏｆ　Iｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

　Sｉｇｎａｌ　Fｒａｇｓ

港内進路コード
Ｉｎ－ｐｏｒｔ

Cｏｕｒｓｅ　Ｃｏｄｅ

入力例
Ｅｘａｍｐｌｅ

コード
ＣＯＤＥ

規則第１１条に基づく進路信号
Ｃｏｕｒｓｅ　Sｉｇｎａｌ　ｏｆ　Iｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

　Sｉｇｎａｌ　Fｒａｇｓ

港内進路コード
Ｉｎ－ｐｏｒｔ

Cｏｕｒｓｅ　Ｃｏｄｅ

入力例
Ｅｘａｍｐｌｅ

１代(１st Sub.)・E － －
　　１代(１st Sub.)・M
or　１代(１st Sub.)・P

－ －

１代(１st Sub.)・W － － １代(１st Sub.)・T － －

２代(２nd Sub.)・E・１ E１ ＞JP NGO E１ ２代(２nd Sub.)・A A ＞JP MIZ A

２代(２nd Sub.)・E・２ E２ ＞JP NGO E２ ２代(２nd Sub.)・B B ＞JP MIZ B

２代(２nd Sub.)・E・３ E３ ＞JP NGO E３ ２代(２nd Sub.)・C C ＞JP MIZ C

２代(２nd Sub.)・E・４ E４ ＞JP NGO E４ ２代(２nd Sub.)・D D ＞JP MIZ D

２代(２nd Sub.)・E・５ E５ ＞JP NGO E５ ２代(２nd Sub.)・T・H TH ＞JP MIZ TH

２代(２nd Sub.)・B・１ B１ ＞JP NGO B１ ２代(２nd Sub.)・T・S TS ＞JP MIZ TS

２代(２nd Sub.)・B・２ B２ ＞JP NGO B２ ２代(２nd Sub.)・F・M FM ＞JP MIZ FM

２代(２nd Sub.)・B・３ B３ ＞JP NGO B３ ２代(２nd Sub.)・F・T FT ＞JP MIZ FT

２代(２nd Sub.)・B・４ B４ ＞JP NGO B４
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP MIZ XX

２代(２nd Sub.)・N・１ N１ ＞JP NGO N１ 響新港区／ＨＩＢＩＫＩＳＨＩＮＫＯ JP HBK ＞JP HBK

２代(２nd Sub.)・N・２ N２ ＞JP NGO N２ 新門司区／ＳＨＩＮＭＯＪＩ JP SMJ ＞JP SMJ

２代(２nd Sub.)・N・３ N３ ＞JP NGO N３ １代(１st Sub.)・E － －

２代(２nd Sub.)・N・４ N４ ＞JP NGO N４ １代(１st Sub.)・W・A － －

２代(２nd Sub.)・K・１ K１ ＞JP NGO K１ １代(１st Sub.)・W・S － －

２代(２nd Sub.)・K・２ K２ ＞JP NGO K２ １代(１st Sub.)・W・M － －

２代(２nd Sub.)・K・３ K３ ＞JP NGO K３ ２代(２nd Sub.)・T T ＞JP KNM T

２代(２nd Sub.)・W・１ W１ ＞JP NGO W１ ２代(２nd Sub.)・U・W UW ＞JP KNM UW

２代(２nd Sub.)・W・２ W２ ＞JP NGO W２ ２代(２nd Sub.)・U U ＞JP KNM U

２代(２nd Sub.)・W・３ W３ ＞JP NGO W３ ２代(２nd Sub.)・U・S US ＞JP KNM US

２代(２nd Sub.)・W・４ W４ ＞JP NGO W４ ２代(２nd Sub.)・U・E UE ＞JP KNM UE

２代(２nd Sub.)・W・５ W５ ＞JP NGO W５ ２代(２nd Sub.)・M M ＞JP KNM M

２代(２nd Sub.)・P・１ P１ ＞JP NGO P１ ２代(２nd Sub.)・S S ＞JP KNM S

２代(２nd Sub.)・S・１ S１ ＞JP NGO S１ ２代(２nd Sub.)・N N ＞JP KNM N
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP NGO XX ２代(２nd Sub.)・N・F NF ＞JP KNM NF

２代(２nd Sub.)・１ １ ＞JP SBK １ ２代(２nd Sub.)・K・A KA ＞JP KNM KA

２代(２nd Sub.)・２ ２ ＞JP SBK ２ ２代(２nd Sub.)・K・S KS ＞JP KNM KS

２代(２nd Sub.)・３ ３ ＞JP SBK ３ ２代(２nd Sub.)・K・H KH ＞JP KNM KH
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP SBK XX ２代(２nd Sub.)・R R ＞JP KNM R

２代(２nd Sub.)・H H ＞JP OSA H ２代(２nd Sub.)・R・S RS ＞JP KNM RS

２代(２nd Sub.)・２・T ２T ＞JP OSA ２T ２代(２nd Sub.)・Y・O YO ＞JP KNM YO

２代(２nd Sub.)・２・A ２A ＞JP OSA ２A ２代(２nd Sub.)・Y・R YR ＞JP KNM YR

２代(２nd Sub.)・３・W ３W ＞JP OSA ３W ２代(２nd Sub.)・Y・K YK ＞JP KNM YK

２代(２nd Sub.)・３・Ｅ ３Ｅ ＞JP OSA ３Ｅ ２代(２nd Sub.)・Y・D YD ＞JP KNM YD

２代(２nd Sub.)・３・C ３C ＞JP OSA ３C ２代(２nd Sub.)・Y・B YB ＞JP KNM YB

２代(２nd Sub.)・３・K ３K ＞JP OSA ３K ２代(２nd Sub.)・Y Y ＞JP KNM Y

２代(２nd Sub.)・４・N ４N ＞JP OSA ４N ２代(２nd Sub.)・Y・E YE ＞JP KNM YE

２代(２nd Sub.)・４・S ４S ＞JP OSA ４S ２代(２nd Sub.)・Y・W YW ＞JP KNM YW

２代(２nd Sub.)・５ ５ ＞JP OSA ５ ２代(２nd Sub.)・Y・N YN ＞JP KNM YN
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP OSA XX ２代(２nd Sub.)・Y・X YX ＞JP KNM YX

尼崎西宮芦屋区
ＡＭＡＧＡＳＡＫＩ/ＮＩＳＨＩ-

ＮＯＭＩＹＡ/ＡＳＨＩＹＡ
JP AMX ＞JP AMX ２代(２nd Sub.)・Y・H YH ＞JP KNM YH

２代(２nd Sub.)・K K ＞JP UKB K ２代(２nd Sub.)・Z Z ＞JP KNM Z

２代(２nd Sub.)・T T ＞JP UKB T ２代(２nd Sub.)・A A ＞JP KNM A

２代(２nd Sub.)・N N ＞JP UKB N ２代(２nd Sub.)・Ｊ・Ｃ JC ＞JP KNM JC

２代(２nd Sub.)・S・W SW ＞JP UKB SW ２代(２nd Sub.)・Ｊ・Ｂ JB ＞JP KNM JB

２代(２nd Sub.)・P・W PW ＞JP UKB PW ２代(２nd Sub.)・C C ＞JP KNM C

２代(２nd Sub.)・P・２ P２ ＞JP UKB P２
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP KNM  XX

２代(２nd Sub.)・P・E PE ＞JP UKB PE ２代(２nd Sub.)・C C ＞JP HKT C

２代(２nd Sub.)・P・N PN ＞JP UKB PN ２代(２nd Sub.)・P P ＞JP HKT P

２代(２nd Sub.)・S・E SE ＞JP UKB SE ２代(２nd Sub.)・S S ＞JP HKT S

２代(２nd Sub.)・M・W MW ＞JP UKB MW ２代(２nd Sub.)・E・１ E１ ＞JP HKT E１

２代(２nd Sub.)・M M ＞JP UKB M ２代(２nd Sub.)・Ｅ・２ E２ ＞JP HKT E２

２代(２nd Sub.)・A A ＞JP UKB A
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP HKT XX

２代(２nd Sub.)・E・１ E１ ＞JP UKB E１ ２代(２nd Sub.)・F F ＞JP NMX F

２代(２nd Sub.)・E・２ E２ ＞JP UKB E２ ２代(２nd Sub.)・１・E １E ＞JP NMX １E

２代(２nd Sub.)・R・N RN ＞JP UKB RN ２代(２nd Sub.)・１・W １W ＞JP NMX １W

２代(２nd Sub.)・R・W RW ＞JP UKB RW ２代(２nd Sub.)・１・B １B ＞JP NMX １B

２代(２nd Sub.)・R・S RS ＞JP UKB RS ２代(２nd Sub.)・２・E ２E ＞JP NMX ２E

２代(２nd Sub.)・R・E RE ＞JP UKB RE ２代(２nd Sub.)・２・W ２W ＞JP NMX ２W

２代(２nd Sub.)・R R ＞JP UKB R ２代(２nd Sub.)・３・N ３N ＞JP NMX ３N

２代(２nd Sub.)・E・３ E３ ＞JP UKB E３ ２代(２nd Sub.)・３・E ３E ＞JP NMX ３E

２代(２nd Sub.)・F F ＞JP UKB F ２代(２nd Sub.)・４・E ４E ＞JP NMX ４E

２代(２nd Sub.)・E・４ E４ ＞JP UKB E４ ２代(２nd Sub.)・４・W ４W ＞JP NMX ４W
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP UKB XX
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP NMX XX

２代(２nd Sub.)・N N ＞JP NAH N

２代(２nd Sub.)・T T ＞JP NAH T

２代(２nd Sub.)・S S ＞JP NAH S

２代(２nd Sub.)・U U ＞JP NAH U
上記以外の目的港内での進路

Purposes other than stated above
course in the port

XX ＞JP NAH XX

港の名称
Ｐｏｒｔ

－

１代(１st Sub.)・U

１代(１st Sub.)・Y

－

神戸区／ＫＯＢＥ JP UKB

JP NAH那覇／ＮＡＨＡ

－

－

－

名古屋／ＮＡＧＯＹＡ JP NGO

阪神／
ＨＡＮ-
ＳＨＩＮ

堺泉北区／
ＳＡＫＡＩＳＥＮＢＯＫＵ

JP SBK

大阪区／ＯＳＡＫＡ JP OSA

－

長崎／ＮＡＧＡＳＡＫＩ JP NMX

水島／ＭＩＺＵＳＨＩＭＡ JP MIZ

関門／
ＫＡＮ-
ＭＯＮ

港の名称
Ｐｏｒｔ

JP NAH那覇／ＮＡＨＡ

－

上記以外の港域
Sea areas
other than

HIBIKISHINKO
and

SHINMOJI

JP KNM

博多／ＨＡＫＡＴＡ JP HKT
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経由進路
コード

入力例

関門港を東口に向かって航行し、関門港（響新港区、新
門司区を除く。）を通過又は出港しようとする船舶

E
＞JP MIZ TS/E
水島港の玉島地区の係留施設に向かって航行する船舶であって、途中、関門港を東
口に向かって航行して同港を通過しようとする船舶

関門港を西口の六連島東方に向かって航行し、関門港
（響新港区、新門司区を除く。）を通過又は出港しようと
する船舶

WM
＞RU VVO/WM
ウラジオストック港（ロシア）に向かって航行する船舶であって、途中、関門港を西口
の六連島東方に向かって航行して同港を通過しようとする船舶

関門港を西口の馬島西方を通過して白州（白島）南方に
向かって航行し、関門港（響新港区、新門司区を除く。）
を通過又は出港しようとする船舶

WS
ＴＯ　JP HKT ２/WS
博多港第２区の係留施設に向かって航行する船舶であって、途中、関門港西口の馬
島西方を通過して白州（白島）南方に向かって航行して同港を通過しようとする船舶

関門港を西口の馬島西方を通過して藍島東方に向かっ
て航行し、関門港（響新港区、新門司区を除く。）を通過
又は出港しようとする船舶

WA
ＴＯ　KR BUS/WA
韓国プサン港に向かって航行する船舶であって、途中、関門港西口の馬島西方を通
過して藍島東方に向かって航行して同港を通過しようとする船舶

東京湾の中ノ瀬海域で錨泊しようとする船舶 NNX
＞JP YOK K/NNX
京浜港横浜第３区のJFEスチール東日本製鉄所岸壁に向かって航行する船舶であっ
て、途中、東京湾内の中ノ瀬西方海域で錨泊しようとする船舶

ＣＯＤＥ Ｅｘａｍｐｌｅ　ｏｆ　Ｉｎｐｕｔ

Those ships that are sailing in KANMON Port heading
for the East Exit and are passing by or leaving
KANMON Port.
(Excluding HIBIKI-SHINKO area and SHINMOJI area)

E

＞JP MIZ TS/E
Those ships that are sailing heading for the berthing facility in the TAMASHIMA
area of MIZUSHIMA Port and are passing by KANMON Port after saling into
KANMON Port heading for the East Exit on the way.

Those ships that are sailing in KANMON Port heading
for east of MUTSURE-SHIMA Is. at the West Exit and
are passing by or leaving KANMON Port.
 (Excluding HIBIKI-SHINKO area and SHINMOJI area)

WM

＞RU VVO/WM
Those ships that are sailing for Vladivostok Port (Russia) and are passing by
KANMON Port after saling into KANMON Port heading for the east of MUTSURE-
SHIMA Is.at the West Exit.

Those ships that are sailing in KANMON Port heading
for south of SHIRA-SU shoal (SHIRO-SHIMA Is.)  and
passing by to the west of UMA-SHIMA Is. at the West
Exit , and are passing by or leaving KANMON Port.
 (Excluding HIBIKI-SHINKO area and SHINMOJI area)

WS

ＴＯ　JP HKT ２/WS
Those ships that are sailing heading for berthing facility in No.2 division of HAKATA
Port and are passing by KANMON Port after saling passing by West Exit of
KANMON Port and are passing by the port after sailing to south of SHIRA-SU shoal
(SHIRO-SHIMA Is.)on the way.

Those ships that are sailing in KANMON Port heading
for the east of AI-SHIMA after passing by to the west
of UMA-SHIMA at the West Exit and are passing by or
leaving KANMON Port.
 (Excluding HIBIKI-SHINKO area and SHINMOJI area)

WA

ＴＯ　KR BUS/WA
Those ships that are sailing heading for BUSAN Port (Korea) and are passing by
KANMON Port after saling into KANMON Port by west of UMA-SHIMA Is. at West
Exit of KANMON Port and are passing by the Port after sailing heading for east of
AI-SHIMA Is. on the way.

Those ships that are going to anchor in the
NAKANOSE sea area in Tｏｋｙｏ Bay.

NNX

＞JP YOK K/NNX
Those ships that are sailing heading for piea of East Japan Works of JFE Steel
Corporation in YOKOHAMA area No.3 division of KEIHIN Port and are anchoring in
the sea area to west of NAKANOSE in Tokyo Bay.

Ｖｉａ－Ｒｏｕｔｅ

ｉｎ　Ｐｏｒｔ　ｏｆ　ＫＡＮＭＯＮ

ｉｎ　Ｔｏｋｙｏ　Ｂａｙ

経由進路

港則法

海上交通安全法
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写真など

2025.7

お問い合わせ先
・東京湾海上交通センター
住所：〒２３１－８８１８ 神奈川県横浜市中区北仲通５－５７
電話：０４５－２５５－９１１８
URL：https://www6.kaiho.mlit.go.jp/tokyowan/

・第三管区海上保安本部
住所：〒２３１－８８１８ 神奈川県横浜市中区北仲通５－５７
電話：０４５－２１１－１１１８
URL ： https://www.kaiho.mlit.go.jp/03kanku/
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